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東爽五郎の「簿記法古代の沿革」

（『商業會計第壹集」（1908)）

東夷五郎の簿記史研究に関する第二の論稿について－

中野常男

東爽五郎は，１１]制の高等商業学校（東京高等商業学校：現一橋大学）と神

戸高等商業学校（現神戸大学）の教授を務めた会計学者であり，かつ，わが

国における会計史研究の先駆者の一人と位置づけられる。

東は，既に別稿において検討したように，自身の代表的著作の一つである

｢新案詳解商業簿記」（1903）に「簿記の起源及沿革」と題された論稿を収載

しており，そこでは，会計の専門的研究者として，－次史料の蒐集と分析が

容易でなかった時代に，もっぱら欧米の先行研究（具体的には，Patrick

KellyのＴ/ｚ２Ｅ/c'"c"八ｑ/DOCﾙｰﾙc幼ﾉﾉ?9,.…（1801）’１１の小稿（"AShort

HistoryofBook-keeping")）に依拠するものではあったが，簿記の歴史に関

する考察を行っている。

この「簿記の起源及沿革」は，純然たる翻訳でなく，行論ＩＩ１に東の見解な

いし評価・解釈が記述されてはいるが，底本としたKellyの論稿そのものが

小稿であり，歴史叙述が簡潔で，しかも，その範囲も複式簿記の起源とこれ

に関連したLucaPacioliの「簿記論」（1494)，および，複式簿記が伝播して

以降のイギリスの簿記書の歴史に限られるという限界があった。

そのため，東は．上掲の「新案詳解商業簿記」の５年後にﾄﾘ行した「商業

會計第壹輯！（1908）において．「簿記法古代の沿革」と題された簿記史に関

する第二の論稿を収載し，改めて簿記の歴史，特に複式禰記の1縦史について

の考察を著している。本稿では，別稿における「簿記の起源及沿革」の考察

を承けて，東の「簿記法古代の沿革」について検討を力Ⅱえることにする。
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Ｉ開題：束爽五郎の略歴と主要拷作

Ⅱ東の第二の簿記史研究：「簿記法il｢代の沿革」

Ⅱ‐ｌ「簿記法古代の沿革」（『|淵業會計第壹輯』（1908)）

Ⅱ‐２「ブラウンの会計史」（1905）

Ⅱ－３「簿記法古代の沿革」の考察

１）１３～14世紀の会計記録

２）会計記録法の進化

３）複式簿記の生成

４）パチョーロの「簿記論」とヴェネッィァ式簿記

５）パチョーロの「簿記論」以後の各lK1の複式簿記解説書

Ⅲ結語

キーワード：会計史，簿記史，複式簿記，東爽IiHl4RichardBrown

Ｉ開題：東夷五郎の略歴と主要著作

東夷五郎（1865～1947）は，1865年７月に長llliifUiL東彼杵郡三浦村で出生し，

1887年３月に東京商業学校（→同年１０月に高等商業学校に改組・改称→東京高

等商業学校→東京商科大学→東京産業大学を経て，現在の一橋大学）を第一回

の卒業生として卒業している。函館商業学校，長崎商業学校，熊本商業学校等

の教諭・校長を務めた後，1898年１０月に母校の高等商業学校の教授に就任し

(｢簿記科」担当)，後に官立の第二高等商業学校である神戸高等商業学校（→

神戸商業大学→神戸経済大学を経て，現在の神戸大学）が設置されるに伴い，

1903年１月に阿校教授に任じられ（｢簿記」および「倫理」を担当)，1916年９

Hに職業会計人に転身のために退官するまでl1i１校に在任している。その間の

1908年３月から1910年６月にかけて，商業実践と簿記研究のためにアメリカと

イギリスに留学しており，この種のテーマの1くでの公式な在外研究としてはわ

が国で最初の例であったと言われる。また，在外研究期間中の1909年６月に

ニューヨーク大学から`DoctorofCommercialScience'，の名誉学位を授与され

ている。神戸高等商業学校を退官後は，1916年１０月に東会計人事務所を開設し

て，職業会計人の草分け的存在として実務界で長く活躍し’947年１２月に老衰
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により死去している’)。

東の主要な著作としては，「新案詳解商業簿記」（1903）と「商業會計第壹

輯」（1908）が挙げられるであろうが，他に「簡易簿記教科書』（1901)，『最近

學説簿記法大意』（1913)，『商業會計第試輯」（1914)，「商業會計研究』（1930）

などの著作がある２)。

このうち，『新案詳解商業簿記ｊには，その一部に別縞で考察した「簿記の

起源及沿革」が収載されているが著作全体としては，アメリカのEzekielG

FolsomのＴｈｃＬＯｇｊＭ/Accoz(伽;…．（1873)3)の影響を強く受けた明治初期

の多くの簿記書と同じ系譜上に位置づけることができ，「価値受渡説」と呼ば

れる思考に依拠して，複式簿記，特に貸借記入にかかわる記帳原則の解説を展

開している4)。ただし同様にFolsomの簿記書を源流とし価値受渡説をわ

が国で最初に紹介した森島修太郎の「簿記學例題」（1878）や，図師民嘉の「簿

記法原理」（1881）などと比較すれば，同書は，翻訳調から脱却し価値受渡

説を十分に消化した，｜ﾘl治後期における簿記教育の標準的パターンを示したも

のと考えられる5)。また，この「新案詳解商業簿記」には，「商業帳簿に關す

る商法の規定」「會社の計算に開する商法の規定」という二つの章が含まれて

おり，これは，1889年の商法典（｢新商法」（＝「明治商法｣)）における商業帳

簿に関する規定と株式会社の計算規定を解説した最初のものとして評価されて

いる６)。

他方，本稿で考察する「簿記法古代の沿革」を収載した「商業會計第壹輯」

は，標題に「会計」という語を冠したわが国で最初の書物とされる7)。あえて

｢商業簿記」と題さずに「商業會計」と称した理由について，東は，同書の「緒

言」において，次のように記している。すなわち，「・・・砦書の多くは、重

きをその枝葉の技術たる'二1前の實地適用に置くもの、j(Ⅱ<、即ちその所説は、

寧ろ帳簿の記録方法のみに偏椅して、前に所謂彼の、記帳以前に豫め決定すべ

き、損益増減の如何、又資産負債愛化の状態に閥する、概括的又根本的必要問

題の解説は、多くの著書中、尚その少部分に限らる、ものたるかの所感なき能

はず、これ簿記學界の爲、大に遣`憾とする所にあらずして何ぞや、著者は…、

－１０３－



[論文］東爽五郎の「簿記法･古代の沿革」（中野）

職を神戸高等商業學校に奉じて、浸りに簿記科に教鞭を汚すこと蕊に久し、唯、

著者の誠心誠意、この科に蓋さんことを期するの徴衷は、普通簿記書の尚未だ

多く説かざる所、又未だ餘り精〈語らざるものを説述し得んことの念慮を著者

に與へ、・・・」8)と。さらに彼は，「・・・最後に本書の題目を商業簿記と

題せずして特に商業會計と稲す、・・・本書は普通の簿記書と異り、帳簿記録

の方法は一切之を説かず、その主趣は、専ら商業簿記全艦に開する、所謂彼の

根本的諸問題の解決講究を試んことを期したるにあり・・・」9)と述べている

のである。

要するに「商業會計第壹輯」にあっては，簿記の記帳技術論的解説はいっ

さい見られず，「借貸對照表［原文のまま］の形式に就て」「秘密の積立金｣，

｢積立金勘定の金額は特定財産に放資すべきか否か｣，「所有物原債償却の方

法｣，「會計人｣，「英國會計人の沿革及現況」「米國會計人の沿革及現況｣，「'帳

簿検査｣，「暖簾の代債は如何にして定むくきか」「工業會計に於ける間接費の

製品原債に對する韓嫁方法」「簿記法古代の沿革」等々，広く会計の問題が個

別に論じられており，会計の研究書として十分に体系化されているとは言えな

いものの，そこには，わが国における「簿記」から「会計」ヘの研究の展開・

深化を示す－つの里程標が見出される'0)。

Ⅱ東の第二の簿記史研究：「簿記法古代の沿革」

Ⅱ－１「簿記法古代の沿革」（i商業會計第壹輯』（1908)）

本項では，「簿記の起源及沿革」を考察した別稿を承けて､)，簿記の歴史に

かかわる東の第二の論稿である「簿記法古代の沿革」を検討する。

この「簿記法古代の沿革」は，既述のように，わが国の文献で最初に「会計」

という語を標題に冠した彼の意欲的な著書『商業會計第壹輯』（1908）の巻末

に収載されている。

先行する「簿記の起源及沿革」は，Kellyの論稿"AShortHistoryofBook-

keeping,，（Ｔ/ｉｃＥﾙ籾ｃｍｑ/ＢＯＯﾉＭc幼j"ｇ….（1801）所収）に基づくという
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制約はあったが，それを根幹としつつ，東の視点をふまえた簿記の概略史と言

うべきものであった。

これに対して，「簿記法古代の沿革」は，RichardＢｒｏｗｎ（ｅｄ)，ＡＨＩs/Ｗｙ

ｃｌ/Hccozl"//"ｇα"dAcco"川伽（1905）（以下，『ブラウンの会計史」と表記す

る)，特にそのうちの簿記の歴史を叙述した部分，具体的には，一部の省略が

あるものの，複式簿記の生成前夜の会計記録から，複式簿記の誕生，そして，

これを印刷教本として世界で初めて体系的に解説したLucaPacioli（姓のみの

場合にはPacioloと表記される)'2)の「簿記論」（1494）（これは，彼の数学書『算

術・幾何・比および比例総覧』（S"加加ａｄＣＡγ肋）ＭｉｃａＧｃｏ"zCtγza

D”oγｔｉｏ"ｉｃ／D0PMi0"α/伽,1494）（わが国ではしばしば「スムマ』と略記

される）の第１部第９編論説第１１に「計算記録詳論」（"Particularisde

ComputisetScripturis，，）として収載)，さらにPacioloの「簿記論｣以降にヨー

ロッパの各地で刊行された簿記の解説書，例えば，イタリアのDomenico

Manzoni，ドイツのHeinrichSchreiberやJohannGottlieb，Wollfgang

Schweicker，イギリスのHughOldcastleやJohnMellis，ネーデルラントの

ＪａｎＹｍｐｙｎらの簿記書の考察を含む，基本的に，『ブラウンの会計史」の第１

部第５章（"HistoryofBook-keeping，，）で記述された内容の忠実な翻訳である

と言われる'3)。

したがって，以下では，「簿記法古代の沿革」の具体的検討に入る前に，まず，

その底本にあたる論稿を収載した『ブラウンの会計史ｊについて，その内容や

刊行の目的等を概観しておくことにしたい。

Ⅱ‐２「ブラウンの会計史」（1905）

『ブラウンの会計史ｊは，1905年にスコットランドのエディンバラで刊行さ

れている。これ以前の会計史関連の著作としては，BenjaminFFosterの

T"ＣＯγ垣/〃α"dDwcssq/BooA-hcCPi"ｇ･…（1852）が挙げられる。これは，

標題中に“…・ＡｎＡｃｃｏｕｎｔｏｆＡｌｌｔｈｅＷｏｒｋｓｏｎｔｈｉｓＳｕbject,Publishedin

theEnglishLanguage,froml543tol852withRemarks,Criticaland
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HistoricaL'''4)という文言が含まれていることから示されるように英語圏（英

米）の簿記書の目録と解説を中心とする書誌的文献であったが，とにかく単行

本として初めて「会計」（簿記）の歴史を取り上げたという意味で象徴的な著

作であった'5)。

その後，１９世紀後半には，ヨーロッパにおいて，複式簿記（＝イタリア式簿

記）を中世イタリア語により解説した世界最初の印刷文献であるPacioloの

｢簿記論」についてか各国現代語への翻訳を試みた著作，例えば，ErnstL

JiigerのLzzcCzsPaci0/Ｍ"ｄＳ〃0〃Ｓ/ezﾉｶﾞ〃（1876)，イタリアのVincenzoGitti

のルzzL"caPZzcj0/０，ＴγαctZz伽ｄｃＣｏ”MIjMtScγわ〃ｉｓ（1878)，チエコの

KarelPKheilのＬ"ｃａＰａｃｉｏ/j,Ｔｍｈｔ／Ｍ〃"〃ctizﾉﾉｚγoﾉｬ〃１４９４（1894）らの

著書が登場する。会計史は，まずもって，このようなPacioloの「簿記論」の

翻訳過程から形成されてくると言われる'6)。

しかしながら,Pacioloの「簿記論」の現代語訳の試みと異なる，特に「会計」

の通史的著作の噴矢は，２０世紀に入ってから，例えば，東が「簿記法古代の沿

革」を執筆するにあたりその底本とした「ブラウンの会計史！（1905）の出現

を待たなければならない。

この『ブラウンの会計史ｊの編著者であるRichardＢｒｏｗｎ（1856～1918)'7）

は，スコットランドのラナークシャー生まれの勅許会計士（Chartered

Accountant:ＣＡ）であり，1951年にスコットランド勅許会計士協会（Institute

ofCharteredAccountantsofScotland:ICAS）に統合されることになるスコッ

トランドの三つの会計上組織のうち'8)，エディンバラ会計士協会（Societyof

AccountantsinEdinburgh：1853～）のメンバーであり，当該協会の秘書役

("Secretary,,）と出納役（`Treasurer"）という二つの職を長く兼務する（いず

れも1892～1916）とともに最晩年には|可協会の会長（``President，，）（1916～

1918）の職に就いている'9)。

このようなＢｒｏｗｎが編著者として1905年に刊行した『ブラウンの会計史」

について，その構成と各章の執筆担当者を示せば，以下の［図表ｌ］に掲げる

とおりである20)。
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図表１「ブラウンの会計史乢目次（その１）

ＰａｒｔＬ－ＨＩＳＴＯＲＹＯＦＡＣＣＯＵＮＴＩＮＧ

ＩＮＵＭＥＲＡＴＩＯＮ、ByJohnSMackay,ＬＬＤ

ＩＬＡＮＣＩＥＮＴＳＹＳＴＥＭＳＯＦＡＣＣＯＵＮＴＩＮＧＢｙＥｄｗａｒｄＢｏｙｄ，

ＣＡ、

111.ＥＡＲＬＹＦＯＲＭＳＯＦＡＣＣＯＵＮＴＳ・ＢｙＥｄｗａｒｄＢｏｙｄＣ.Ａ、

１Ｖ.ＨＩＳＴＯＲＹＯＦＡＵＤＩＴＩＮＧＢｙＥｄｗａｒｄＢｏｙｄ,Ｃ,Ａ，

ＶＨＩＳＴＯＲＹＯＦＢＯＯＫ－ＫＥＥＰＩＮＧＢｙＪＲｏｗＦｏgo,CA

VIHISTORYOFBOOK-KEEPING（Continued)．ＢｙＪＲｏｗＦｏｇｏ，

ＣＡ．

PartｌＬ－ＨＩＳＴＯＲＹＯＦＡＣＣＯＵＮＴＡＮＴＳ

ＬＥＡＲＬＹＩＴＡＬＩＡＮＡＣＣＯＵＮＴＡＮＴＳＢｙＥｄｗａｒｄＢｏｙｄ,ＣＡ．

ⅡＳＣＯＴＬＡＮＤＢＥＦＯＲＥＴＨＥＣＨＡＲＴＥＲＳ・BytheEditor，

incorporatingNotesbyAlexanderSｌｏａｎＣＡ・

ＩⅡＳＣＯＴＴＩＳＨＣＨＡＲＴＥＲＥＤＡＣＣＯＵＮＴＡＮＴＳＢｙtheEditor，

incorporatingNotesbyAlexanderSloanC.Ａ・

ＩＶＥＮＧＬＡＮＤＡＮＤＩＲＥＬＡＮＤＢｙｔｈｅＥｄｉｔｏｒ,incorporatingNotes

byTAOnionsandJamesMartin,ＦＳ・ＡＡ

Ｖ・THEBRITISHCOLONIESEtcBytheEditor・

ＶＩＴＨＥＵＮＩＴＥＤＳＴＡＴＥＳＯＦＡＭＥＲＩＣＡ・BytheEditor．

ＶⅡＴＨＥＣＯＮＴＩＮＥＮＴＯＦＥＵＲＯＰＥＢｙｔｈｅＥｄｉｔor・

ＶＩｎＯＴＨＥＲＦＯＲＥＩＧＮＣＯＵＮＴＲＩＥＳＢｙｔｈｅEditor・

ＩＸＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴＯＦＴＨＥＰＲＯＦＥＳＳＩＯＮ、ByJosephPatrick，

Ｍ､Ａ､,ＣＡ．
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ＸＴＨＥＰＯＴＩＳＩＯＮＡＮＤＰＲＯＳＰＥＣＴ・BytheEditor・

ＢＩＢＬＩＯＧＲＡＰＨＹＯＦＢＯＯＫ－ＫＥＥＰＩＮＧＣｏmpiledbytheEditor・

LISTSOFDECEASEDSCOTTISHACCOUNTANTSCompiled

bytheEditorandAlexanderSloan,ＣＡ．

上掲の図表から明らかなように，｜｢ブラウンの会計史』は，大きく二部に分

けられ，第一部は"HISTORYOFACCOUNTING，，（ppl-l70）と題され，記

数法に始まり，監査の歴史や簿記の歴史など，「会計」（Accounting）の歴史

が取り上げられている。他方，第二部は"HISTORYOFACCOUNTANTS”

(ppl71-340）と題され，会計に携わる専門職としての「会計士」（accountant）

の歴史がイタリアから，スコットランド，イングランド・アイルランド，ア

メリカ合衆国（以下，アメリカと表記する)，ヨーロッパ大陸などの地域別に

取り上げられるとともに，専門職としての発展や展望等について論じられてい

る。

すなわち，前半の第一部では，監査と簿記を中心とする「会計」の歴史が叙

述される一方で，後半の第二部では，同等の頁数を割いて「会計士」の歴史が

叙述されている。おそらく同書刊行の背景には，Ｂｒｏｗｎがその「序文」

(Preface）において，スコットランドの会計士団体の法人化50周年を記念して，

｢ある重要な専門職業に関する十分で信頼に足る歴史」（…･afullandfaithful

historyofanimportantprofession･…)２１)を構成することに努めたという趣旨

を記していることからうかがえるように，「会計」とこれに携わる専門職業人

である「会計士」の由来について，古代社会から歴史的に跡づけることにより

その歴史性を強調し，専門職業人としての「会計士」の社会的存在意義を強く

訴求することが意図されていたものと考えられる22)。

本書の編著者であるＢｒｏｗｎは，先の［図表ｌ］に示されるように，『ブラウ

ンの会計史』のうち，「会計士の歴史」を取り上げた第二部の大部分の章の執筆

にあたっている｡また，彼は，本書の刊行前に協会の機関誌であったＴ/be
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Acco""/α"MMZgZzz/"ｅに簿記の文献目録（TheBibliographyofBook-

keeping"）を三回にわたって連載しており23)，これらをふまえて、「ブラウンの

会計史」の巻末には，付録（AppendixNol）として，自らが編集した文献目録，

つまり，“BIBLIOGRAPHYOFBOOK-KEEPING：AChronologicalListof

PrintedBooksonBook-keepinguptotheYearl800,,を収載している24)。

これに対して，本稿で取り上げる簿記の歴史，つまり，第一部の第五章と第

六章については，Ｂｒｏｗｎ自身は執筆に携わらず．’１りじ勅許会計士であった

JohnRowFogo25)が執筆を担当している。この第五章と第六章について，その

概要を示したのが，以下の［図表２］である26)。

図表２「ブラウンの会計史」：目次（その２）

ＣＨＡＰＴＥＲＶ

ＨＩＳＴＯＲＹＯＦＢＯＯＫ－ＫＥＥＰＩＮＧ

ＴheOldestPreservedAccount-book-OtherEarlyAccount-booksofthe

ThirteenthandFourteenthCenturies-TheDevelopmentofBook‐

keeping-TheEarliestlnstancesofDouble-Entry-TheFirstPrinted

TreatiseofBook-keeping-DescriptioｎｏｆｔｈｅＷｏｒｋｏｆＰａｃｉｏｌｏ－Ｔhe

lnfluenceofPacioloonSubseque､tAuthors-TheEarliestTreatisesi、

German,Dutch,EnglishFrench,andSpanish・・・・・・・・・・・・・・

ＣＨＡＰＴＥＲＶＩ

ＨＩＳＴＯＲＹＯＦＢＯＯＫＫＥＥＰＩＮＧ－（Continued）

GradualImprovementsuptheEarlyltalianMethods-Petri-Pietra-

Passchier-Goessens-SimonStevin-TheSchoolMasterAuthors-

EnglishAuthors：IntheSixteenthandSeventeenthCenturies-Peele

Mellis，Carpenter，Dafforne-TheFirstScottishAuthor-Exercise

BooksofGeorgeWatsｏｎ－ＢｏｏｋｓｏｆｔｈｅＤａｒｉｅｎＳｃｈｅｍｅ－“Joness

EnglishSystemofBook-keepin9..-ModernDevelopment・・・・・・・

－１０９－
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前頁の図表から示されるように第五章では，Pacioloの「簿記論」の解説

を中心に会計史に関する従前の論稿には見られなかった13～１４世紀の簿記実

務（会計帳簿)，例えば，1211年のフィレンツェの金融業者の会計帳簿や，

1340年のジェノヴァ市政庁の財務官の会計帳簿への言及を含めて，イタリアに

おける複式簿記の生成と，ドイツやネーデルラント，イギリスなどの周辺地域

への伝播の過程が叙述されている。他方，第六章では，複式簿記（イタリア式

簿記）の漸次的改良を中心にNicolausPetri，SimonStevin，Claudelrson，

HughOldcastle，JamesPeele，JohnMellis，RichardDafforne，Robert

Colinson,EdwardTJonesなどの簿記書を取り上げて，１６世紀から18世紀にお

ける簿記事`情がもっぱら文献史的に論じられている。

先に述べたように東が「簿記法古代の沿革」執筆の底本としたのは，『ブ

ラウンの会計史」のうち，Ｆｏｇｏにより執筆された第一部の第五章と第六章，

特に第五章である。以下，東の「簿記法古代の沿革」について，逐次的にその

叙述内容を検討していこう27)。

Ⅱ‐３「簿記法古代の沿革」の考察

東の「簿記法古代の沿革」においては，簿記の歴史が特に区分されること

なく，平板に叙述されている（『ブラウンの会計史ｊの第一部第五章も同様で

あるが)。それゆえに，本稿では，冗長にはなるが，彼の行論に即して，便宜

上その歴史叙述を五つに区分して考察を進めることにしたい。

なお，以下では，原文の雰囲気を伝えるため，東の文言については，彼の表

記のままに「」を付して引用している。また，必要に応じて，参考に資する

ために，『ブラウンの会計史」中の文言（英文）を「」内にく〉を付して

示している（ただし［］内の文言はすべて筆者が追記したものである)。

ｌ）１３～14世紀の会計記録

「簿記法古代の沿革」の冒頭において，東は，「簿記法は會計を記録する技術

の、－種特別なる形式なりと云ふを以て正常となし〈Book-keepingrightly
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regarded,issimplyaspecialisedformoftheartofkeepingaccounts>、この

技術を以て軌軸の全然斬新なる一發明なりと云ふは不可なりくItisneithera

discoveryofscience,northemspirationofahappymoment>、こは唯商業自

然の發達に伴ひ時々の必要に駆られて漸次に進化し、遂に到達し得たる會計記

録法の果實と云ふに過きず、而してこの果實の収められたる時、換言すれば複

記式簿記法く"double-entry"〉の發見時期、これがtll]ち簿記法誕生の時期なり

と云ふことを得くし、何となれば、複記式は筍も簿記法と名づくべき技術の根

本的基礎となせばなり｣28)と記している。

すなわち，彼は，簿記の歴史叙述を始めるにあたり，それが科学上の発見

や幸運な閃きによるものではなく，商業の発達に伴いその必要'性から漸次的に

進化・形成された会計記録法の果実であること，そして，その中でも複式簿記

こそが「簿記法」と称すべき技術の根本的基礎をなすものであることを指摘し

ている。同時に，かかる文脈から，東の言う「簿記法」とはまさに「複式簿記」

と同義であることが示唆されている29)。

次に，東は，簿記史研究の出発点として，「商人の會計記録にして、その遺

稿の今日に傳へらる、もの'よ、幸なる哉、複記式簿記法の最も幼稚なる記録よ

りも、尚一層古きものあり、故に吾人は、簿記法はその發見以前に、如何なる

種々の時代を通過して、自然に進化したるものなるかを研究するに大なる便利

を有す、．．．」30)と述べる。

そして，その具体的な事例として，彼は，「・・・會計帳簿の今日迄傳へらる、

もの、－は、一二二一年に伊隊１［イタリア］「フローレンス」［フィレンツェ］

なる銀行者の記録に係るものにして、今同記録を閲するに、今日の所謂簿記法

なるものは、常時は毛頭知られざるものなりとの確證を明示せり、・・・」31)と

記して，1211年のフィレンツェの金融業者の会計帳簿（２枚４頁の断片のみ現

存）を挙げている。

彼は，この会計帳簿について，「・・・この記録に與かりし人は、常時必ず

俊秀の聞に高きものなるべし、何となれば、この人に固有の記録方法は、尚久

しき其後に記録されたる同類の帳簿に比して、大に卓越したる諸黙あればな

1１１
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り、然りと雛も、171記録の示す所は、軍に幾多寸断したる覺書の秩序なき集蒐

くamereseriesofdetachedmemoranda〉に外ならずして、縦へ各得意先に對

して、それぞれ一定の記録場所は、帳簿中に用意せらる、とは云へ、－カ所と

他所との間には、何等の連絡氣脈なく、加ふるに、得意先に係る以外に、銀行

の管業取引は一切之が記録を留めず、随て、管業の全般を知るの方法は尚至て

不完全を極むと云ふくし、．．．」32)と述べている。

すなわち，上記の会計帳簿（断片）は，当時として非常に卓越したものでは

あるがしかし，個々の得意先との債権・債務の記録であり，勘定間における

相互関連は見られず，得意先に関する以外の営業取引は一切記録がなく，した

がって，営業の全般を知るには不完全きわまりないものであったこと，端的に

言えば，人名勘定（personalaccounts）のみを用いた得意先との債権・債務の

記録にとどまる（実際には貸付金に関する顧客勘定記録のみ現存）という，当

該帳簿に見出される特徴を明らかにしている。

さらに，東は，「・・・、して以_上は第十三世紀の初めに於けるこの技術の

状況にして、畢寛、常時は軍に會計の記録とのみ之を名づけ得るの外、尚未だ

一歩だも進捗の形跡を留めず、簿記法なる名禰を去ること尚甚だ遠しと云ふく

きなりくithadnotadvancedbeyondastagewhichisstillthatofaccount-

keepingandnotbook-keeping>、即ちこの時代に於ける記録の主趣とする所

は、唯々備忘に供すと云ふに留まり、他人との勘定（personalaccounts）を除

きては何らの記録なく、随て記事の脱漏及誤謬を發見するの方法等は未だ少し

だも知られざりき｣33)と記している。要するに，1311ｔ紀初顕にあっては，会計

記録の主旨は備忘|Ｉ的であり，他者との人名勘定を除いては何の記録もなく，

複式簿記と言うには遙かに隔たったものであることが指摘されるのである。

続けて，彼は，「右に次ぎ古き會計記録は、一三○○年以後一四○○年の間

に書かれて、元帳くledger〉と稲する數多の帳簿なり、この記録方法及特質は、

前掲「フローレンス」銀行者の帳簿に比して大に劣れりと難も、而かも同帳簿

に於て、吾人は簿記法最初の曙光くtheprimitivebeginningsofbook-keeping〉

を見ると云ふことを得べきか、帳簿の記録は數多取引の詳細を記して、明かに
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備忘の資料たらしめ、且又、若し重要なる取引を約束したるときは、契約の縢

項は全部録されて當事者は属屡之に署名し、若くは、公證人も亦これに連署す

ることあり、然れども、商品責上及仕入に開する録事にして、往々家計上の費

用の記事と混清錯雑することあり、或は、全く家族に關する物語りの、數葉に

亙りて記録の間に挟まるることあり、蓋し如此は、この時代の會計記録通有の

特色なりと見るべきか、・・・」34)と述べている。

すなわち，1211年の会計帳簿に次ぐものとして。1300年～1400年の間に作成

された，元帳と称される多くの帳簿が現存するが，それらは記録の方法や特質

において先のフィレンツェの金融業者の会計帳簿と比べて非常に劣るものであ

り，例えば，多くの取引の明細についての備忘記録にとどまり，また，商品の

仕入・売上の記録がしばしば家計費と混記されるなど，これがその当時の会計

記録の特徴であったと指摘される。

そして，彼は，「・・・而して、この種の最古の記録を最も多く遺したるは、

近世紀商業の誕生國と稲すべき伊太利［イタリア］なることは勿論、次に佛國

[フランス］の南部は、伊國との開係淺からざりしが爲、亦この種の記録を多

く傳え、更に濁乙剛［ドイツ]、就'１１「バルチック」［バルト海］沿岸にて記録

されたる会計帳簿の、今尚存するもの亦少なからず、・・・」35)と記して，この

ような会計記録が，地中海商業で繁栄したイタリアや，イタリアと関係の深い

フランス南部さらにドイツ，特にバルト海沿岸に多く残されていると言う

のである。

２）会計記録法の進化

東は，「・・・、然りと雌も規則正しい簿記法の進歩くtheevolutionofsys-

tematicbook-keeping〉・・・の端緒を開きし源因として、當時に附帯する二

筒の事情ありたればなり、・・・｣36)として，次の二点を挙げる。すなわち，「…

その第一に曰く、凡そ帳簿が自己の私用のみに記録せらる、その間は、これが

組織に何等の進化を見ずと難も、若し他人の爲に帳簿の記録せらる、に至れ

ば、蓮に進化の兆候は必ず胚胎すべきの理なり、．．．」37)。そして，「．．．．
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第二に}］〈、數人合資をなして誉業に従事すること一般の風をなすに至るとき

は、各出資者へ利益の公平なる分配をなさんが爲に、誉業の全体を詳にすべき

帳簿の記録を必要とし、随て、秩序正しき簿記の方法を案出するの動機くthe

primemotivefOrcreatingasystemofbook-keeping〉は必ずや起るべ

し、．．．」38)と。

さらに続けて，彼は，「・・・蓋し以上二筒の事,情は、この古き常時已に業

に認められたるものなることは云ふ迄もなく、加之、常時通商貿易の範園は漸

次に發展して、その結果、商業の取引は愈々頻繁に、且又梢々複雑に趣きたる

の事情は、必然管業常事者をして、如何にせばかく纒綿乱麻の商取引を、－[１

明瞭に記録し得べきかとの問題解決に苦心せしめたるは、敢て推測に難から

ず・・・」39)と説くのである。

すなわち，簿記の進歩を促す要囚として，東は，（１）自己のためでなく，

他者のための帳簿記録を必要とすること，（２）共同出資による組合企業

(partnership）を設立し各出資者へ利益の公平な分配を行うために営業の全体

を明らかにする帳簿記録を必要とすること，さらに，これらに加えて，通商貿

易の発展に伴って商取り|が複雑化するため，如何にしてこれらの取り|を一目明

瞭に記録すべきかかかる問題の解決に迫られたことを指摘している。

次いで，東は，簿記は徐々に進化したのであり，その第一歩は振替記入

(crossentry）にあるとして，以下のように説いている。「然れとも、簿記法

進化の途行も亦、頗る徐々なりと云ふべきか、即ちその第一歩は、銀行にて自

然に行はれたる彼の振替記入の方法にありて、この方法は漸次商業會計内にも

亦`慣用されたる所なるべし、知るが如く、往時にありても、商人の銀行を利用

せし所以は、自から現金の受授をなすの危険と手數とを、成るべく省かんとて

之を銀行に委托したりにあることは今日と異る所なし、故に往時の銀行にあり

ても、甲商人の借金を△商人の貸金に振替へ、丙の入金をＪのｌｌ１余に振替ふる

が如く、軍に帳簿上の振替記録を行ひて、現金實際の受授を省略したることは

これが推測に難からず、現に、吾人は一二一一年の伊國「フローレンス」某銀

行者の帳簿中にその事實を發見す、而してこの振替記入の方法は、若し之を商
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人の會計内に應用するに至れば、この意匠より間もなく案出きるべきは、彼の

仮勘定く"nominalaccounts'，〉［名11勘定］なるものの創設にあり、一二九七年

伊國商人「リネリオ及バルドウ、フイニー」商會（Rinerio＆BaldoFini）［フイ

ニー兄弟商会（RinieriFiniefratelli)]IC)の記録したりと云ふ帳簿中に、果然吾

人は軍に人名のみの臆ならず、物,１１１，の爲にも亦くnotonlyfOrpersons,butfor

things>、勘定科目は特に設けられて、この雨種の勘定の－は他の爲に、或は

借主と或は貸主と記録されたるの形跡あるを見る、是に於て吾人は知る、曇に

所掲の二箇の事情と振替記入の方法とは、互に相待って秩序簿記法［複式簿記］

の最初の發意くthefirstsuggestionofsystematicbook-keeping〉をなしたる

ことを、・・・」4')と。

要するに先のフィレンツェの1211年の金融業者の会計帳簿に見出される振

替記入の方法が一般の商人でも用いられるようになると，そこから，東の言

う「仮勘定｣，つまり，名Ⅱ勘定が創案され，さらにフィレンツェの「リネ

リオ及バルドウ、フイニー」商会（フイニー兄弟商会）の会計帳簿（1296～

1305）にあっては物財勘定（impersonalaccounts）も用いられて貸借記入が行

われるに至ったこと，つまり，先に挙げた二つの要因と振替記入の方法とが，

「・・・秩序簿記法の最初の發意・・・」となったことを明らかにしている。

ただし，彼は，「・・・然れとも、この時代迄I帳簿の内容、且又各勘定科Ⅱ

の用法は甚し〈不完全なりと云ふは、人名勘定の如きは長き歳月間、何等の締

切りをなさず、・・・且又借主と貸主とは常に必ずしも之を左右に分配整理せ

ずして、借の下に貸、貸の下に借と、その起るに随て之を劇列するが如きは、

その例に乏しからず、而して、簿記法の特色とする、彼の惣賤高の比較表［原

文のまま：generalbalance］を作成するが如き企は、當時尚未だ一切行はれ

ざる所なりしくtherewasnoattemptmadeatageneralbalance〉は、勘定の

品に依りては、異りたる軍位の金額にて記録されたるものあるを見ても尚明か

なり、・・・」42)とも記している。

すなわち，東は，上記のフイニー商会の会計帳簿に見られるように，人名勘

定・物財勘定・名目勘定が揃った体系的勘定組織が形成されたとしても，当時
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の'帳簿や勘定科目の利１１}方法は，人名勘定が長く締めセリられないままであった

り，また今日の「勘定形式」（accountfOrm）に見られるような，貸借を左

右に書き分けて記入する形式，つまり，貸借左右対照形式（sezioni

contrapposte）ではなく。貸借を取引の発生lllHに即して上下に書き分けて記入

する形式．つまり，貸借上下対照形式または貸借上下連続形式（sezioni

sovrapposte）が採られていたり，あるいは，帳簿の全般的な締切りくgeneral

balanceorgeneralbalancing〉がまったく行われていないなど，非常に不完全

であったと指摘して，13世紀末段階での複式簿記の生成を認めていない。

彼は，『ブラウンの会計史』の行論に従って，複式簿記の起源に関する諸説

の中で，現在，最も支配的な説である中世イタリア起源説に拠るが，ただし，

複式簿記生成に関する自らの要件に照らし，そのうちのフィレンツェを中心と

するトスカーナ地方に起源を求める説（トスカーナ説）については，これを斥

けているのである43)。

そして，東は，「…・吾人は進化の端緒は常時の簿記者'ＥＩ１に正しく胚胎せり

と断言することを,障らず、何となれば、彼の伊國「リネリオ及バルドウフイ

ニ_」［原文のまま］商會の帳簿中に、仮勘定を設けたるロ付を距ること、

五十年を經過せざる以前に於て、弄人は梢完全なる複記式簿記法は遂に誕生せ

りとの事實を發見すること、下記の如きものあればなり」刺)と述べて，同じ中

１１tイタリア起源説のうち，フィレンツェのフィニー兄弟商会の会計帳簿から約

半世紀が経過した，次項で論及するジェノヴァilJ政庁の財務官の会計帳簿にそ

の起源を見出すジェノヴァ起源説を採ることをIﾘ]らかにしている。

３）複式簿記の生成

東は，前項を承けて，複式簿記の生成について，以下のように述べている。

すなわち，「抑も複記式簿記法を認めたるは、賞に一三|ﾉﾘ○年伊國「ゼノア」

[ジェノヴァ］市にて、時の地方政鴎財務管f111人の會計帳簿くtheaccountsof

thestewardstothelocalauthority〉を以て噴矢となす、、して同帳簿と同じ

き記録の方式は、その實、尚何年以前より始められたるかは不明なりと難も、
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|司年を糊ること蓋し甚し〈遠からざるくしと云ふは、左の事實を見るときは明

かなり、即ちlT1年の帳簿の複記式簿記法なることは確實にしてlil'帳簿の以前に

使用したる'帳簿は不幸にして一三三九年の火災の爲灰壗に蹄し、又一二七八年

より以前の帳簿は今日一切存在せざる所なるが、何年の帳簿には毛頭だに複記

式の形跡を留めざるなり、然らば、吾人は複記式の最初の發意は、正しく

一三四○年若しくは同年より少し以前にありと断定せずんばあるべから

ず、・・・」45)と。

上述のように，彼は，複式簿記の噴矢は1340年のジェノヴァ市政庁の財務官

(massariacommunis）の会計帳簿に見出されると指摘した上で，1340年の帳

簿と同じ記録方式がいつから始められたかは不|ﾘIであるが，1340年より前の帳

簿は1339年の火災のために滅失しており，また，1278年より以前の日付を持つ

会計帳簿は存在せず，しかも，これら初期の帳簿には複式簿記のかすかな形跡

も認められないことから，複式簿記の登場は1340年かそれよりも少し前のこと

であろうと記している。

さらに続けて，東は，ジェノヴァの財務官の会計帳簿の次に古い複式簿記の会

計帳簿として，ヴェネツィアの商人のそれを挙げる。すなわち，「右「ゼノア」

市の帳簿に次ぎて、複記式帳簿の古きものは、「ヴェニース」［ヴェネツィア］市

に保存のものなりとす、而して、こは銀行者にあらず、若くは地方政廃財務管理

人にあらず、否、全く商人くtraders〉の記録したる帳簿なることは特筆の僧値

あり、同帳簿は周到なる注意を以て、巾かも整美を議して記録きる、を以て特色

となし、後年に至りて、彼の「ヴェニース」式くthe“MethodofVenice"〉とて

名聲を博したる方法は、巳にこの時に胚胎せしことは明かなり、・・・」46)と記し

ている。

そして，具体的に，ヴェネツイアにおいて複式簿記により記帳された会計帳

簿として，「…さて複記式の漸次に發達したる形跡は、「ドナド、ソランゾー」

兄弟商會（DonadoSoranzoandBrosj［ソランツォ兄弟商会（Solanzoe

fratelli)］記録の二冊の元帳中に之を見ることを得くし、．．．」47)と述べて，

ソランツオ兄弟商会のそれを挙げている。
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このソランツォ兄弟商会の会計|阪簿は，「・・・uljちこの内、古き－１１１}は、

唯その一部分而已今I|に傳へられ、記録の年號は一四一○年より一四一六年に

至る、而して、他の－冊は完全にして、記録の年號は－ｌＬ１○六年より一四三四

年に至る、又前者には可なりに完備したる複記式の記録ありと雛も、尚未だ識

きずる所あり、・・・」48)と記されるように新Ⅱ｣二種類のものがある。

このうちの前者［Ⅱ|元帳：1410～1416］について，束は，「・・・例へば、

－箇の借主に對しては必ずこれに相常の貸主を有し、又商品勘定く"goods

accounts,，〉はその最終の差引残高を損失か又は利益の勘定へ鱒記して之を締

切りたれども、損失と利益とを損祐の－勘定に纏め、かくして同勘定を資本主

勘定くCapitalAccount〉へ韓記するの考案は、尚未だ行はれず、要するに、

前者にて複記式は試算表を作るの程度くasortoftrialbalancestage〉迄にて

終結し、その以上には尚未だ發展せずと云ふべきか、・・・」19)と述べている。

他方，後者［新元帳：1406～1434］については「・・・然れども、後者は首

尾一貫して更に完備せりと云ふべきは、同帳簿には損益勘定及資本主勘定をも

併せて設けたるにあり｣50)と指摘している。

彼は，「第十五世紀の初めには、特に注意して記録されたる唯少數の帳簿に

限り、複記式簿記法くtheartofbook-keeping〉の可なりに進歩したる事實を

發見し得るとは云へ、複記式は常時已にその極度に發展完備せりと断定するは

尚早計なり即ち、彼の試算表を作る以上に進まざる不完全の複記式くthe

imcom-pletesystemwhichwe､tnofurtherthanthetrial-balancestage〉は、

先づ以て「ヴェニース」市に廣〈用ひられ、間もなく又「フローレンス」市に

傳へられたるの證跡あり、．．．」51)と述べて，１５世紀初めには複式簿記への発

展が見られるが，それは試算表を作成する段階にとどまっていること，そして，

それがまずヴェネツイアで広く用いられ，そこからフィレンツェに伝播された

と説くのである。

さらに東は，「・・・然れども、複記式の特色として吾人の一般に穂讃承

認する、所なる彼の借方の惣計は貸方の惣計に符合すと云ふ試算表［原文のま

ま：balancing］の功１１１〈theacceptedstandardbywhichwejudgebook‐
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keeping-namely,thepowerofbalancing,ｉ・eprovingtheequalityofdebits

andcredits〉は、常時最も完備したる帳簿にありても、未だ甚し〈重要視せ

られざるの形跡あるは、常時の複記式なるもの、尚至て幼稚なりし證左として

見るべし、而して、常時この理を知らざるにはあらざるくし、唯試算［原文の

まま：balancing］を行ふくき機會の、當時尚至て稀なりしくItwouldbetoo

muchtosaythatbalancingwasunknown,butitwasextremelyrare〉に蹄

因して如此と云ふべきのみ、蓋し、常時の商人にて複記式を用ひたるは、記録

の形式的完備を期するくｔｈｅｍerchantregardedhisbook-keepingbydouble

entryasaguaranteeofthefOrmalcompletenessofhisposting〉にあり

て、．．．」52)と記している。

その上で，彼は，Solanzoと同じヴェネツィアの商人である「アンドレア、

バーバリゴー」（AndreaBarbarigo）や，「ジヤコッブ、バドアー」（Jacob

Badoer）［正しくはGiacomoBadoer］の会計帳簿にも言及しつつ53)，「・・・

畢寛、複記式簿記法の理論及原理は、この頃已に十分に進歩發達したりとは云

へくalthoughaboutthistimewefindahighdevelopmentinthetheoryand

principleofbook-keeping>、その實際上の便益の多く利用されたろ事實は、吾

人の發見に頗る苦む所なりとは、亦証言にあらざるくしくwefailtodiscover

arecognitionofitsmanypracticaladvantages>、・・・」別)と述べている。す

なわち，彼は，1511t紀には複式簿記の原理は十分に進歩・発達していたと言え

るがしかし複式簿記が備えた多くの実際上の便益が享受されていたことは

見出し難い旨を改めて指摘するのである。

４）パチョーロの「簿記論」とヴェネツィア式簿記

上述のように複式簿記の起源については，東，あるいは，彼の議論の基と

なる「ブラウンの会計史」が採るジェノヴァ起源説をはじめとして，諸種の所

説が提示されるが今日的には，それは，複式簿記生成の要件に関する論者間

での差異や，現存史料の少なさに起因する制約などを考慮すれば，概して，以

下のように解するのが妥当であろう。すなわち「複式簿記は，おおむね１３世
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紀初頭から14世紀末までの間に，商業と銀行業の簿記実務のうちに生成し，１５

世紀に体系的組織を確立した。．．．」55)と。

そして，このような体系的組織が確立された段階での複式簿記（｢ヴェネツィ

ア式簿記｣）を印刷教本の形で世界で初めて解説したのが，先に述べたように，

Pacioloの「簿記論」（1494）である。

東は．Pacioloについて，「・・・蓬に一匹けし［し1年に至りて、簿記法の－著書

は「ヴェース」［原文のまま：ヴェネツイア］市にて初めて世界に紹介されたり、

著者は當時に最も有名なる數學者の一人にして、その名を「リューカー、パシ

オロ」［原文ではLucaPatiols－正しくはLucaPacioli］（羅典名にてLucas

Patiolus）と稲せり、同人の商業上の智識は同市豪商の一人、某氏の嗣子に家

庭教師を勤めたるに因縁し、又同人は「サンセポルクロー」歴の「ブラザー、

リユーク」（BrotherLukeoftheboroughofSanSepolcro"）にして「セント

フランシス」の位を有し（OrderofStFrancis)、且神聖なる神學〈sacred

theology〉の－賎教授なりと、穂せり、同著書の主趣は、元來簿記法の示教に

あらずして、數學に開し當時現存の智識を綜合解説するにありき、是を以て、

同著書には、之に冠するに「算術、幾何及比例に閥する各論」〈Everything

aboutArithmetic，Geometry，andProportion，，（S"加加α‘ｃＡγﾉﾉﾙ"zcrjca，

Ｃｅ０，Ｍγ/α,D0pOγｔｉ０"ＭＰγ”Oγ伽"α/伽)〉との題號を以てせり、．．．」56)と

記す。

さらに彼は，かかるPacioloの数学書「スムマ』の構成について，「・・・

著書の内容を二篇に分ち、第一篇には算術を解説し、第二篇には幾何を解説し、

第一篇の前半にて計算に閥する諸種の示教を與え、進んでは、常時到る虚の各

地に貨幣の呼穂を異にするに起因して、商人の會計に要する計算くcounting‐

housework〉には一入困難あることを特筆し、最後に簿記法に開する解説を

加へて第一篇を結くり、・・・」57)と記している。また，特に「簿記論」につい

て，「…簿記法の解説は通じて三十六章に亙り、その題目には「計算及記録」

<"OfReckoningsandWritings，,（DeComputisetScripturis)〉と掲げあり、

而して著者は簿記法には日から新に貢献したる何等の發意なしと云ふは、著者
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の左の如き公言により明かなり、曰く、著者は所謂「ヴェニース」式く"the

methodofVenice'，〉をその儘追ふて解説すべし、これ他の方法に比し大に優

る所ありと信ずればなりと、．．．」58)と述べている。

そして，東は，「・・・然れども、簿記法の初めて周到明蜥なる解説を輿へ

られたるは、疑もなく同著者の功績なりと云はざるべからず、著者は良教師の

第一に必要條件とする、彼の「先以て自から|fl畷すべし」〈theunderstanding

ofthesubjecthimself〉との格言に恰當したるものなり、著者の簿記法の詳細

に明かなりしは、實に驚嘆に堪へざるものあり、著者の簿記法の穂奥を究めた

るその勢は、商人及その帳簿記録者の、従來梢々漠然たりし簿記上の考案をし

て、正しく論理的完備に指導し得たるものとして、特に穂讃せずんぱあるべか

らず｣59)と説いているのである。

続けて，彼は，「以下この著名なる最古の印刷に係る、簿記書の内容を今少

しく詳細に観察するは決して無用の業にあらずと云ふは、蓋し、これ菅に非常

の興味を與ふるのみならず、加之、原著書は之を解し得るものm至て僅少に限

らる、事情あればなり、・・・」60)と記して，もちろん「ブラウンの会計史』の

行論に拠ったものではあるが，本稿においてこれまで考察してきた曾田や海野

の著作，あるいは，彼自身の第一の論稿（｢簿記法の起源及沿革｣）と異なり，

Pacioloの「簿記論」の教示内容について具体的な検討を進めている６１)。

彼は，まず，Pacioloの「簿記論」で解説されている複式簿記，つまり，１５

世紀当時の「ヴェネツイア式簿記」が，現代の実務（といっても，それは東の

論稿が著述された２０世紀初頭のそれであるが）と相違する四つの点を挙げてい

る。すなわち，「・・・即ち第一、最も初めに記録きる、帳簿には何等罫線の

如き匠劃の設けなきことくthereisnoseparationinthebooksofprimary

entry>、第二、振替及締切りの時を除きて、其他一切の記録は惣て借貸に仕讓

さる、ことくallentriesWithexceptionoftransfersandclosingentries,are

journalised>、第三、損益勘定は損失及利益の雨勘定に分割きる、ことくthe

profitandlossaccountiswrittenupinadistinctiveway>、第四、資本主勘

定は現今の如く取扱されざることくstockisnottreatedinthemodern
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fashion>、．．．」62)である。

もっとも，このようなｷ１１運点について，東は，「・・・如此簿記法原理の尚未

だ十分に會得されざるくadefectivegraspoftheprincipleofbook-keeping〉に

基くにあらず、否、これ等は常時反て便利にして、又恐らくは、常時の事情の

下に行ひ得べき實際に適切の方法くthemostconvenientandprobablytheonly

practicablemethodsinthecircumstancesofthetime〉ならん、．．．」63)と記

している。その上で，彼は，「・・・、畢寛、現行簿記法の人部分は、四百年以

前に於ける－僧正の、最も様鐘る言語もて、巳に業に説き講しし所なるは、豈

特筆せずして可ならんや｣")と説いている。

要するに東は，Pacioloの説くヴェネツィア式簿記が現代の複式簿記との

間に相違するところがあったとしても，それは複式簿記の原理の理解が不完全

であったためではなく，そのことが当時の状況にとって最も適切で，おそら

くは唯一の実際的方法であったと述べた上で，Pacioloによって，400年も以前

に現在の複式簿記の大部分が記述されていたことは驚くべきものと指摘するの

である。

次に東は，「｢パシオロ」氏は簿記法の目的を明瞭に解説してＨ〈、商人の

資産及負債に開する状況を猶豫なく彼れに示すにありと、又蓋せりと謂うべ

し、．．．」65)と記して，当時の簿記の目的が商人の資産と負債の状況を遅滞

なく示すことにあったことを明らかにしている。

これに続いて，彼は，簿記の具体的手続の検討に移る。まず，「・・・氏は

如何にして新帳簿の記録を始むくきかくhowtoopenanewsetofbooks〉よ

り説き起して曰く、第一着に行ふべきは、商人の現に所有する資産、又その負

債の目録くacompleteinventoryofone'spossessionsandofone'sliabilities〉

を作るにあり、而して、同１１録は日付を異にして之を作るべからず、必ず或一

日を期して作るべし、．．．」66)と述べて，財産１１録の作成を第一に行うべき旨

を説いている。

次に，会計記録の作成に要する帳簿として，日記帳，仕訳|帳，元帳という三種

類のものが挙げられる。すなわち，「・・・而して、｜ilI1録作成の上は、直に三箇
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の|帳簿を記録すべしと、而して三筒の帳簿をli1氏は日記帳くMemorial>、仕課帳

くJournal〉及元帳〈Quaderno,』.c」edger〉と名命［原文のまま］し、・・・｣67)と。

すなわち，Pacioloにあっては，｜帳簿組織として，日記帳一仕訳帳一元帳から構

成される三帳簿制（単一仕訳帳制）が説かれるのである。

このうち，日記帳について，東は，「・・・日記帳は最も初めに記録すべき

ものくageneralbookofprimaryentry〉にして、寶上、仕入を初めとし其他

一切の取引は、何事に限らずその起る毎に惣て記録きる、は、この帳簿なりと

解せり、而して、同帳簿の特に入ＩＩｊありし所以は、當時到る虚に流通貨幣を異

にしたるが爲、商取引には非常の混雑を生じたるの事情を老ふるときは明白な

り、・・・この時代に適合せしめんが爲に、簿記法の大なる影響を受けたるこ

とは、今更云ふ迄もなし、即ち常時帳簿方に第一になすべき業は、日記帳の各

取引を一定の貨幣に換算するにありきくThefirstimportantdutyofthebook‐

keeperwastoconverteachiteminthｅＭｅｍｏｒｉａｌｔｏｔｈｅｍｏｎｅｔａｒｙｕｎｉｔｉｎ

ｗｈichhisaccountswerekept>、・・・」68)と指摘し仕訳記録の前に原始記

入簿として日記帳が必要とされた要因として，当時の商業活動で用いられてい

た多様な貨幣とそれらの所定の貨幣への換算の問題が存在していたことを明ら

かにしている。

また彼は，「・・・而して、かく換算の後は之を借主及貸主に仕讓けて仕

讓帳に鱒記するを常とせしが、これ仕讓帳の中間的帳簿くapostingmedium〉

たる所以の起源なり、是を以て、簿記法の往時にては、最初の記録帳簿を見て、

直に元帳に縛記を行ふが如き今日の`慣例は、常時尚全く不可能の業なり

き、．．．」69)と指摘した上で，仕訳帳について，「．．、記録大鰐の順序方法

は今日に於けると大差なし、即ち「パシオロ」氏は先、棚卸目録くInventory〉

を作りて帳簿記録に着手し、手元の現金を見て、現金勘定を借主、資本金勘定

を貸主と仕讓すべしと説き、・・・尚同目録の各項目及日記帳の毎取引は，順

次讓仕帳に仕讓すべきものなりと説けり、．．．」70)と記している。

そして，東は，積送品勘定（商品勘定）から損益勘定への振替を例に取り上

げ，「かくて所謂各種の積送品勘定の完結するときはくｗｈｅｎｅａｃｈｏｆｔｈｅｓｅ
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varioustransactionswhichwehavecalled"ventures，，ｃａｍｅｔｏａｎｅｎｄ>、その

差引残高は、之を損益勘定に移して締切りをなせり、尤、この締切りに要する

手續は仕讓帳に依らす、元帳にて直に之を行ふの習ひなりしは注目を要する、

即ち知る、當時の仕諜帳は、今日に於けるが如く、締切りの手續をも記録した

るにあらず、唯日記帳に草稿的に記録したる取引、及棚卸目録を精書仕讓する

爲の、中間帳簿くamedium〉なりしに過ぎざることを、．．．」７１)と説いている。

すなわち，仕訳帳は，ロ記帳と元帳との中間記帳媒体として位置づけられてい

るのである。

彼はまた，元帳，特に商品勘定と損益計算に関して，「・・・元帳内諸勘定

の中、最も事曇れるものは損益勘定なり、これ當時の商業状態に添はしめんが

爲、商品の惣寶上及惣仕入を概括したる勘定を設くることの不可能にしてくno

accountswerekeptshowinginaggregateallsalesandpurchases>、商品の

－種毎に別勘定を設けたるくtherewereseparateaccountsfOreachparticular

consignmentofgoods〉に依るべく、而して如此取扱の亦不得已と云ふは、時

の商人の取引せし商品は無限に多種多様なりしの事情にも亦歸せずんばあるべ

からず、即ち、商業は常時尚未だ特種の商品のみにては利益を博するに困難な

りければ、商人は手の鯛れ次第何品にても之を商ふの風習を以て一般とせ

り、・・・如此無量商品の種類に對しては、惣括的に－箇の商品勘定くa

generalgoodsaccount〉を以てしては、到底整理し得べ〈もあらず、更に又

忘るべからざる常時の交通に最も不便を極め、加之、運輸に伴ふ甚しき危険は、

商品の種類毎に勘定を別にするの必要を認めたり、．．．」72)と述べている。

すなわち，彼は,Pacioloの説く「ヴェネツィア式簿記」の大きな特徴として，

元|帳に設けられた商品勘定の利用形態の今日のそれとの村|運を挙げる。Paciolo

の時代にあっては，商品勘定は，今日のような単一の商[Ｈ１勘定（あるいは，こ

れを三分法のように機能的に複数の勘定に分割した形態）ではなく，商品の種

類や荷口などの別に設けられた特定商品勘定（商品名商品勘定または仕向地別

の航海勘定など）の形態で利用されていたのである。

この点について，東は，「・・・當時商人の螢業は、連續したる取引くａ
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continuousprocessoftrading〉にありと云はんよりは、寧ろ箇々別々の投機くa

successionofindividualventures〉にありと許するを可とすべく、畢寛往時の

簿記法には往時の事情を参酌して、かくは、各種の商品毎に別勘定を用ひたる

に外ならず、又運賃其他の費用も亦、惣括的一勘定に之を纏むることなく、及

ぶ丈は、之を要せし各種の商品勘定に仕分け整理したり｣73)と記して，当時の

商人の活動が，連続した継続的取引というよりは，個々別々の冒険的取引を基

礎としたものであったこと，かかる状況に対応するために当時の簿記法では

商品勘定が特定商品勘定という形態で利用され，各種の費川もまた個々の商品

勘定の別に整理・記録されたことを明らかにしている。

続けて，彼は，既に引用済みの文言と一部重複するが，「かくて所謂各種の

積送品勘定の完結するときは、その差引残高は、之を損益勘定に移して締切り

をなせり、・・・而して、蕊に損益勘定は、今日の如く年末に至りて一撃に記

録せしにあらず、前記各箇の商品勘定の締切らる、その都度、同勘定は記録し

たるものなりくProfitandLosswasthusnotwrittenｕｐａｔｔｈｅｅｎｄｏｆｔｈｅ

ｙｅａｒ,butpostedperiodicallyaseachenterprisecametoaconclusion>、而し

て、損益計算に開する如此取扱は、これ何故に當時は一定時を期して、商品の

惣棚卸しをなさⅧしかの理由を明にすべし、何となれば、惣括したる商品勘

定くageneralgoodsaccount〉なきが故に、棚卸表の作成［原文のまま：

stock-taking］は何等の必要なかるく〈、即ち巳に完結したる各箇の商品勘定

残高は、その時々に損益勘定に移されくventureswhichwerecompleted

appeareddullyintheprofitandlossaccount>、尚未決算の商品勘定は、その

儘資産の目録中に掲載されたればなりくenterprises,ontheotherhandwhich

wereincourseofbeingsettledsimplyoccurredasbalancesinthelistof

asssets>、而して、時代の事情に最も適合したる如此慣例は、蓋し毎年末に惣

淺高表［原文のまま］を作るの必要くthenecessityfOryearlygeneral

balances〉を大に輕減したるものと云ふべきか、換言すれば、當時損益の計算

は各商品費捌濟と同時に、一々之を行ひたりくprofitswereascertained

pieCemeal〉．．．」74)と記している。
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要するに，損益は，今ロのような期間計算，つまり，特定の期間を単位とし

て総括的に計算されるのではなく，個々の特定商品勘定を基礎として，それぞ

れの勘定における取扱商品の完売をもって個別に計算するという，いわゆる口

別計算（ロット別計算）により把握されたこと，そして，この場合には，完結

した個々の商品勘定の残高（＝損益）がその都度損益勘定に移記され，未完結

の商品勘定はそのまま資産の目録中に記載されたと述べた上で，このような特

定商品勘定を基礎とする口別損益計算の手法こそが，個別の冒険的取引がもっ

ぱらであった当時の商業事`情に最も適合したものであったことを指摘している

のである。

さらに東は，元帳の締切りに関して，「・・・「パシオロ」氏も亦、元帳の

残高表［原文のまま：balance］は新元帳の始めらる、ときに於て之を作るべ

しとなしくRegardmgthebalancingofthebooks，Paciolo，ｓｄｉｒｅｃｔｉｏｎｓ

ｐｒｅｓｕｍｅｔｈａｔｔｈｅｂａｌａｎｃｅｔａｋｅｓｐｌａｃｅｗｈｅｎａｎｅｗｌｅｄｇｅｒｉｓ

ｃｏmmenced>、．．．」75)と記しており，元帳の締切りが新しい帳簿の開始，

換言すれば，古い帳簿の閉鎖，つまり，帳簿の更新に際してこれを行うものと

説いている。すなわち，当時にあっては，今日的な意味での決算（＝定期決算)，

つまり，期間計算と結びついた形で規則的に帳簿を締め切るという実務は見ら

れず，それは，もっぱら狭い簿記目的，つまり，１日帳から新帳への帳簿の更新

の際に不規則的に行われたのである76)。

そして，彼は，「要するに、第十五世紀に於ける簿記法の地位は、之を「パ

シオロ」氏の著書中にて最も親しく観察することを得べ〈、…所謂「ヴェニー

ス」式簿記法の其他の諸鮎に於ては、當時の必要に恰當して十分に發達したる

ものと云ふく<、その後に於ける改良は、軍に時勢の愛遷に伴ふ必然の結果に

外ならずと評すべきのみ、是を以て、「パシオロ」氏の著書の如きγ秩序的に、

且綴密に、及明lWiに解説し蓋したる簿記法は、これ即ち模範的唯一の箸書くthe

treatiseshouldbecomeastandard〉と稲するも決して不當にあらざるくし、

左れば､次|廿紀に於ける簿記法の沿革は、同著書の欧州各國を通過するに随て、

如何に少しづ、改良愛化を生ぜしかを語るに過ぎずとは、これ亦必ずしも不當
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の断定にあらざるくし、．．．」77)と説いている。

すなわち，東は，１５世紀当時のヴェネツイア式簿記はその時代の社会経済的

環境からのニーズに応じて十分に発達したものであり，これを最もよく観察で

きるPacioloの「簿記論」は，その秩序的で綴密かつ明蜥な解説のゆえに

「・・・模範的唯一の著書と穂するも決して不當にあらざるくし．．．」とま

で述べて，これを高く評価しているのである。

５）パチョーロの「簿記論」以後の各国の複式簿記解説書

東は，上述のようにPacioloの「簿記論」の貢献を高く評価するのであるが

他方で，「・・・然れども、「パシオロ」氏の簿記法を、尚十分に有益ならしむ

るが爲には、同法の教授法くthemethodofgivinginstructionsi、book‐

keeping〉に開して、更に改良を要するの黙少なからずと云ふは、同氏の著書

には例題を褐くること少なくくPaciolousesnoexamples>、随て初學者

くnovice〉の理解に大なる不便を與えたるにあり、．．．｣78)と記し,Pacioloの「簿

記論」が，例題（記帳例示）を欠いた叙述的説明にとどまっているため，初学

者に対する教科書という意味では不十分なものであった点を指摘している。

これについて，彼は，「・・・但、同氏［Paciolo］は初心者にあらず、巳に

多少簿記法の心得あるものくexperts〉、爲に同書を著作せりと日穂するを以

て亦不得已と難も、．．．」79)と述べているが，しかし，「．．、學校教科書と

して、簿記法の著作を要するの時代は漸次に切迫せりくademandhadarisen

fOraschool-book>、・・・當時の學校は、その數至て少しとは云へ、彼の文學

再興［ルネサンス：theRenaissance］時期に乗じて設置されたるものに係り、

その注ぐ所の全力は文學趣味の學課目にありき、是を以て、商人等に適切なる

教育の機關は公設に依らす、惣て商人等の私設に係る、而して、巳に商人等の

私設學校と云ふ然らば、當時尚算術内の一新學科と稲したるこの簿記法は、學

科課程表中の重要なる地位を占めしは云ふ迄もなし、教科書として簿記法の著

作物の、常時に必要なりしは推して知るべし｣80)と述べている。

このようにPacioloの「簿記論」は，漸次的に生成した複式簿記（具体的
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には，１５世紀末当時の「ヴェネツイア式簿記｣）を，印刷教本として世界で初

めて一定の体系をもって解説したものであるが，それは，具体的な記帳例示を

欠いた叙述的説明にとどまっており，初学者に対する教科書という視点からは

不十分なものであった。

以下では，複式簿記生成後の問題，つまり，如何にして複式簿記を教育する

のか特に複式簿記の知識を教授する媒体としての教科書の必要`性ないし重要

性に着|Ｆ１して，Paciolo以降に刊行された簿記書について概観してみよう。

東は，まず，Pacioloの「簿記論」の刊行の地であるイタリアから始める。

彼は，Pacioloの「簿記論」に次ぐものとして，「｢パシオロ」氏の簿記書に次

て古き著書は、一五二五年「ヴェニース」市に出版されたるものにして、こは

學校教科書としては「パシオロ」氏著書以上に有益なりと云ふべきか、著者は

｢ギオヴァンニー、アントニオ、タグリヱンテ」（GiovanniAntonioTagliente）

と穂し、小口廿囚葉の無頁の小冊子なり｣8])と述べ，Taglienteの簿記書

[L"〃"αγｉｏｄｉαγ肋"zctjca.…］を挙げる82)。ただし，その教示内容について，

彼は，「同著書の教科書として良好なりと云ふは、書中に例題くexamples＞

を掲げたるの一事にあり、．．．」83)と記して，Pacioloの「簿記論」に欠けて

いた例題（記帳例示）を掲げたことが，その唯一の好ましい点と指摘するのみ

である。

次に東は，「・・・而してこの種の改良は、その後直に他の著者の模倣し

たる所にして、一五三四年［正しくは1540年］には「デメニコー、マンゾニー」

(DemenicoManzoni）［正しくはDomenicoManzoni：ただし『ブラウンの

会計史ｊでは正しく表記されている］と穂する算術及簿記の教師は一書

[Q"α`Cγ"ｏａ０ＰＰｊｔｚｃＯハ"ｏｇｉ０γ"此･…］を上梓したり、而して、同書の當時

大に流行したることは、同書の第七版迄に至りたるを見て明かなり、・・・」84）

と述べて，同じイタリアのManzoniの簿記書に言及しており，当該簿記書が

好評を博したがゆえに版を重ねた旨を記している。

このManzOniの簿記書について，東は。「・・・同書は、「パシオロ」氏の

所説を重視して十分に之を詳解し、内容は之を二篇に分ち、初篇に説く所の理
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論くthetheoreticalexposition〉は、徹頭撤尾「パシオロ」氏著書の剰窺

くtranscription〉ない而してその内容に僅かの添削あり、又或章は前後韓換

したるものありと雌も、その他の黙にて、雨書は全く同一なりと云ふも敢て不

可なし、然れども、「マンゾニー」氏著書の第二篇は全く同氏の新案に係り、

頗る稲讃すべきものなきにあらず、即ち同篇には模範的仕讓帳及元帳くa

representativejoumalandledger〉を掲げて注意深く又完全に解説する所あ

り、・・・帳簿の組織は殆ど惣ての黙にて、「パシオロ」氏式と同様なり、唯多

少の改良は、仕讓'帳の毎取引に順番號を附し、この番號を元帳に記入して雨帳

簿の連絡を保ちたるにあり、而して、進歩の－着と稲すべき更に他の愛更は、

振替記入を仕讓帳にて仕讓けたるにあり、例へば、或る一種の商品責却濟みに

至りて、同商品勘定を締切りてその残高を損益勘定に移すときには、必ず之を

仕讓帳にて仕諜したるが如し、然れども、この事を除きて同氏は「パシオロ」

氏以上に何等の改良を施したることなし、同氏は尚未だ試算表の効用を重視せ

ずくhegivesnotrialbalance>、唯毎一年、二年三年又は'9年の未には、元帳

の惣残高表［原文のまま］を作るくしくtheledgershouldbebalancedatthe

endofeveryone,ｔｗｏ,three,orfOuryears〉と説くのみにして、又彼の棚卸

表作成［原文のまま］の難事に閥しては、手元には寶礒1Ｍなしとの假定をなし

て、故らに言を避けたるかの観ありくthestockdifficultyheshirksby

assumingthattherearenounsoldgoodsonhand>、・・・」85)と説いている。

すなわち，Manzoiniの簿記書のうち，初篇で解説される理論はPacoiloの

｢簿記論」からのまったくの剰窃であり，一部に差異が認められるものの，両

者はほとんど同一であること，他方，第二篇はManzoniの新案であると述べ

て，仕訳帳や元帳の模範的雛型を示しているが，帳簿組織それ自体はPaciolo

のそれと同様であり，仕訳記入に番号を付して元帳との連携を図ったこと，振

替記入について従来と異なり仕訳帳で仕訳を行うことを除けば，Paciolo以上

の改良を施したことはないと述べ，さらに試算表の利用や，帳簿の締切り，

棚卸に関する教示を含めて，東は，Manzoniの簿記書に対してあまり高い評

価を与えていない。

－１２９－



[論文］束爽五郎の「簿記法TI｢代のｉｆＷ':」（ｌｌＷ）

むしろ，彼は，「・・・1ｍして、縦令「パシオロ」氏の名はlﾘ1言なしとは云へ、

同氏の簿記法は弦に「マンゾニー」氏の著書[１１に鱒救せられ、疑ひもなく「マ

ンゾニー」氏の附加したる例題に依り、尚一層詳細に會得されて、今は常時の

商業各邦に傳播したりと云ふことを得べ〈、簿記法はこの頃に後益々進歩發達

の域に向へり｣86)と記しManzoniが附加した例題（記|限例示）によって，

Pacioloの「簿記論」がより祥ﾎﾞ１１１に理解されるようになり，複式簿記がヨーロッ

パの各商業地域に伝播し進歩・発達していったIl1'11lliを指摘している。

次に，東は，ドイツに||を向けて，まず，「lllf獅乙［ドイツ］に限りては、

伊太利式の影響以外に往古より二名の簿記著者くtwoearlyauthorsonbook-

keepingwhowereuninfluencedbyltalianteaching〉ありと云ふ・・・」87)と

述べて，「イタリア式簿記」の影響を受けていないドイツ往古の簿記，つまり

｢ドイツ式簿記」（＝複式簿記の伝播以前から存在した「ドイツ|司有の簿記｣）

を解説した簿記書の著者たちを取り上げる。

すなわち，「・・・その競初の－人は「ハインリヒ、シユライベル」

(HeinrichSchreiber）［HenricusGrammateus］と桐し、「ヱルフュルト」［エ

ルフルト］の産に係る、氏は「ウイヤナ」［ウィーン］市にて算術の教師を勤

めたるものにして、・・・」88)と記して，Schreiberの名前を挙げている。

ただしSchreiberの簿記書［Ay〃〃cz(）伽ＭｊｃﾉｉＢ"ccﾉi….（1518?)]89)に

ついて，東は，「・・・然れども、同氏は軍に簿記法に閥して著作物を發表し

たる最初の燭乙人なりと云ふの外、何等の慣IiLiなかるくし、・・・」90)と述べ，

さらに，「・・〆而して'｢1書の簿記法に關する部分は甚だＩ蒐少にして、而かも

首尾錯雑を極めたるは、同算術教師の簿記上の知識の、如何にも淺簿なりし所

以を表白して餘りあり、、して、｜帳簿の記録きる、ものは、什訳帳くjournal〉

[Zornal］商品費買帳くsalesandpurchasesbook〉［商,11,1帳（KaPs)］及元帳

くledger〉［債務帳または金銭帳（Schuldbuch)］の三種にして、記録事項は簡

軍を極め、最後には帳簿検査く"proving，，thebooks〉の方法として、左の如き

注意を掲げたり、曰く汝の負はせたる各貸金及手元の所有品を合計し、この惣

計より汝の負ひたる借金を１１Ⅱ除せよ、かくして残りたるものは利益金高なり、
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これにてよるし云々と、即ち知る、「シュライベル」氏は軍式簿記法（"single

entry，'）を説くに外ならざることを、又商品の仕入及買上に開する勘定は、同

書中には－も説く所なく、更に資本金勘定に開しても亦同様なり、是を以て、

同氏の意思の、今日の所謂簿記法を解説するにありたりと推測するは尚早計に

失すべし、要するに、同氏はその説かんと欲する所を、自身にて十分に理解し

たりと云ふには、尚大に疑はしき熱ありと評すべし｣9')と記して，酷評するの

である。

要するにSchreiberが自己の簿記書で解説した簿記とは，先に「．．、伊

太利式の影響以外・・・」と記されていたように複式簿記（｢イタリア式簿記｣）

がドイツに伝播する以前の，仕訳帳，および，商品帳と債務帳という二つの元

帳,計三種類の帳簿を用いるドイツ固有の「ドイツ式簿記」であったのであり，

簿記の歴史，特に複式簿記の歴史という観点から見れば，「・・・自身にて十

分に理解したりと云ふには，尚大に疑はしき鮎ありと評すべし」という東の評

価は，ある意味で当然のことであろう92)。

次に彼は，「第二に古き燭乙の簿記著者は「ヨハン、ゴットリエブ」（Johann

Gottlieb）と穂する「ニューレンベルグ」［ニュルンベルク］の－商人にして、

著書［Ｅｉ〃/ＭSc〃ｚ）cだね"d垣ＢｚｌｃﾉM2α//c"･…］は一五三一年の出版に係り、

前著書に比して大に成功する虚あり、其所説の慣値は、著者は簿記法の實地の

知識を有せし為、解説の頗る明蜥なるにあり、．．．」93)と述べて，Gottliebに

言及する。

ただし，Gottliebの簿記書についても，上記のSchreiberと同様に「ドイツ

式簿記」が解説されていたがゆえに東は，「・・・氏の説く所は、「シユライ

ベル」氏の簿記法と大差なく、唯後者の説く能はざるものを、前者は詳かに解

し得たりと云ふべきのみ、然れとも、同氏の簿記法は最も幼稚の必要に應じ得

べき複記式なりと云ふも敢て不可なきは、同著書の爲に特筆を要す、前著書と

Ｍじく、三種の帳簿は使用きる、所にして、・・・示されたる例題は僅々廿五

に過きず而かも簡軍を極むと云ふは、その取引は商品の普通の責買及現金の通

常の受佛に限られ、而して管業費の支佛は一シだも之を見ざるにあり、又商品
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寶買帳に開し説きて曰く、毎仕入はその爲設けたる各商品勘定の借方に、又毎

寶上は仕入に反對する同勘定の貸方に之を記入し、若し商品の手元残高くstock

onhandattheendofbalancing〉あるときは、之を商品の貸方に記入し、而

る後に商品の貸方淺高は利益なりと知るべしと、．．．」94)と説いている、

商品売買の処理に関連して，先に言及したManzoniが「・・・手元には責

残品なしとの假定をなして、故らに言を避けたるかの観あり・・・」と指摘さ

れるのに対して，Gottliebは，上述のように手持有高（売残商品）の認識を

含めた形での商品売買損益の計算を論じており「・・・「ゴットリヱブ」氏は

寶獲商品（stock）を適法に取扱ひたる、簿記著者の噴矢なることはこれ亦紀

念［原文のまま］すべし｣95)と指摘されるように，従来の簿記書よりも一歩進

んだ教示内容になっている。

さらに続けて，東は，「以上両氏は、往時に於ける凋乙固有の簿記著者な

り・・・」96)と改めて指摘した上で，「・・・この以後、簿記法は菅に同國のみ

ならず、常時商業の隆盛なりし他各國に亙りて、伊太利式の傳播したる時代に

属す、さて、伊太利式はこの時以後、各國に普及共通の簿記法たりしは事實に

してくbook-keepinginfact,becomesinternational>、即ち最も些細の鮎に至

るまで、この方式は各國の帳簿方に行はる、の風をなし、「ヴェニース」にて

は勿論、「ニューレンベルグ｣、「アントウアープ」［アントウェルペン]、若く

は倫敦［ロンドン］にありても亦、帳簿の記録法は惣て伊太利式に依りたり

き、．．．」97)と記している。

このようにSchreiberとGottliebの両名以後が，ドイツを含めて，ヨーロッ

パにおける，東の言う「・・・伊太利式の傳播したる時代に属す・・・」とさ

れるのである。もっとも，即，複式簿記が伝播した時代と実際に言いうるのか

否かについては問題が残るであろうが98)，いずれにせよ，１６枇紀，特にその半

ば前後からは，イタリア以外の地域でも複式簿記の解説書が刊行されるように

なる｡

例えば，イギリスについて，彼は，「さて伊太利の簿記法を紹介せんが爲出

版されたる著書は、これが英國に於ける最往古の簿記書［Ａ，γQﾉｱ肋/２
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/γcatycc…･］なり、同書は「パシオロ」氏原著の擁讓にして、一五lJq三年の

出版に係り、著者は「ヒュー、ホールドキヤッスル」［原文のまま］（Hugh

Oldcastle）と穂し、倫敦にて算術及簿記の－教師なり、然るに不幸にして同

書は今日一冊だもその原本を留めず、然れども、同書の事實存在せしは「ジョ

ン、メルリス」（JohnMellis）と稗する、これ亦倫敦にて學校教師を勤めし人

の、一五八八年に出版したる再版書［Ａｂγi晩ﾉﾉMwcmz…･］に依り、これ

を想像するに難らず、．．．」99)と記して，1543年に刊行されたイギリス最古の

複式簿記解説書とされるOldcastleの簿記書と，「幻の書」となった当該簿記

書を復刻・再版したMellisの簿記書について論及している。ただしイギリ

スにおける最初期の簿記書の一つであり曾田や海野の著作，あるいは，東自

身の第一の論稿（｢簿記の起源及び沿革）で取り上げられていたPeeleの簿記

書~これは，イギリス人の創意をもって著された最初の簿記書と位置づけら

れる'00)－については，「ブラウンの会計史』で取り上げられていないためか，

特段の論及は見出されない。

なお，Oldcastleの簿記書について，東は，「・・・「オールドキヤッスル」

氏は伊太利害の統諜者なりしことは、右の再版と「パシオロ」氏の原書とを對

照するときは最も明かなり、・・・同書の繊讓書に過ぎざることは亦何等の疑

ひなし｣'0')と記しこの簿記書を，Mellisの簿記書を介してPacioloのそれと

比較する限りは，Pacioloの「簿記論」の翻訳以上のものではないと指摘して

いる。

次に，東は，ネーデルラントに目を転じまず，「英國にて初めて簿記書を

出版せしと云ふ、一五四三年と恰も同年に、和蘭［オランダ］にて最古の簿記

書［Ｍｃ"ｚＵｃＩ>zstγ"ｃｔｊｃ･…］の出版ありき、著者は「アントワープ」の一商人

にして「ジヤン、イムピン、クリストフェルス」（JanYmpynChristoffels）

と稗す、・・・」'02)と記している。

そして，彼は，「｢イムピン」氏簿記の初篇は、彼の「パシオロ」氏著書の剰

繍くtranscription〉なりと知られたる「マンゾニー」氏著書の初篇と殆と異る

所なし、後篇は仕讓１帳及元|帳の例題にしてその雛形及記録法等は、概して「マ
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ンゾニー」氏の流を汲むとは云へ、犬に嘉みすべきものあり、而して、蕊に重

要なる一段の進歩と稲すべきは、・・・商,兄有高くstock〉の取扱方は、これ同

書にて初めて見る所にあらずとは云へ、同書の例題にては、前の凋乙著者

｢ゴットリエブ」氏のそれに比して、遙に適當なりと云ふは、「イムピン」氏の

著書にては、帳簿締切りに際して、寶残商品はその爲別勘定を特設して、同勘

定の借方に之を記入すべしくAseparateaccountisopenedanddebitedwith

"Remaindersofgoodswhichareoverattheconclusionofthisbook，，>、而し

てこの借方金額は損益計算前に、各商品の貸方へ記入したる棚卸商品の惣金額

と符合すべきなりくＴｈｅａｍｏｕｎｔｓａｇｒｅｅｗｉｔｈｔｈｅｓｕｍｓｃｒｅｄitedtothe

variousgoodsaccountsbeforestrikingprofit〉と説きたるにあり、尤、この

棚卸商品に關する記録は、仕諜帳に依らず元帳面にて之を行ひ、但、管業中途

に商品勘定を締切りてくgoodsaccountswhichhadcometoacloseduring

thecourseoftrading>、その残高を損益勘定に運ぶときには、必ず仕讓帳に依

るの例にしてこの以外に、同書の「マンゾニー」氏著書に優れる黙を發見せ

ず、．．．」103)と述べるのである。

すなわち，Ｙｍｐｙｎの簿記書は，基本的には，既に述べたPaciolo-Manzoni

の流れに沿ったものであるが，彼らの簿記書には見られない売残商品の認識と

その簿記処理については，別に「売残商品勘定」を設けるなど，先のGottlieb

の簿記書に見られる教示よりも優れた内容のものであると指摘している。

また，東は，「｢イムピン」氏の簿記書は、英佛雨國にて各その繊讓書あり、

而して、佛書［川""cルノ"sﾉﾉwc/zO"･…］の出版は「イムピン」氏の原著出版

と同年なる一五四三年にしてこれ佛國にて簿記書の噴矢なることは特筆せざる

べからず、而して、英書［Ａ〃Mz6/ｃα"ｄｚｊｃｘｗ苑Ce此"tcz(）CO油c･…］の出版

は後れて一五四七年にあり、尤、同書の存在は久しく世に知られざりしが、最

近に（一八九三年）「ヒユーゴー、バルグ」（HugoBalg）博士が露國［ロシア］

｢リーヴアル」（Reval）［現エストニアのタリン（Tallinn)］なる一圃書館にて

發見したる、著者不[川の英書と記述紹介したるよりして、偶然この事實を知る

に至りたるは奇談と云ふぺし、・・・」'04)と記して，Ｙｍｐｙｎの簿記書の他国語
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版，つまり，オランダ語（正確にはフランドル語）による原著の出版と同じ

1543年にフランス語版が，また’547年に英語版が刊行されたこと，さらに，

一時その存在が不明となっていた英語版のたどった数奇な運命について述べて

いる。

他方，ドイツでは，先の「ドイツ式簿記」を解説したSchreiberとGottlieb

の簿記書の後に，Schweickerにより複式簿記に関する最初の解説書が刊行さ

れる。すなわち，彼は，「伊太利簿記法の初めて凋乙へ紹介されたるは、

￣五四九年に「ニューレムベルグ」［ニュルンベルク］にて出版の複記式簿記

[２２(）(/iZC〃BZZCMα//C"･…］と題名する著書にあり、｜司書は「マンゾニー」氏

著簿記書の繍諜なり、然れども、著者「ウォルフガング、シュワイッケル」

(WolifgangSchweicker）は、常時「ヴェニース」市に在住せしが、同書の引

用書の何たるかは、一切之を明言せず、而して、同著書にて例題の解鐸は頗る

粗雑なりと云ふの外、特に注意を惹〈鮎なし．．．」'05)と。

要するに，東は，Schweickerの簿記書に関して，それがドイツにおける最

初の複式簿記の解説書であること以外には，教示内容を含めて，特段これを評

価しない言を呈しているのである。

最後に，東は，スペインの簿記書の状況について言及する。まず，「西班牙

[スペイン］は、常時欧州中最重要國たるに拘はらず、簿記法の大にその隣國

に後れたるは異數と云はざるべからず、然れども、こは恐らく正實なる商業の、

同國にて尚未だ行はれざりしに帰因すべきか、果然、同國の威勢及財力は、唯

暫時間持續したるに過ぎざるを見て明かなり、．．．」106)と述べる。

その上で，「・・・同國にて最古の簿記害は、一五四五年ｌＬｌ}版の「ガスパー、

ド、テザダ」（GaspardeTexada）の箸に係る算術書［S""ｚａｄｅαγ肋"zc/ｊｃａ

ＰｍＣ"Ｃａ.…]107)を除外するときは、甚し〈後れて、＿五六五年に出版したる

ものを以て噴矢となす、著者は「アンチッチ、ロチア」（AntichRocha）と穂し、

同時代の他國の著書と同じく、これ亦擁讓書に外ならず、・・．」'08)と記して

いる。すなわち，ヨーロッパにおける経済発展から取り残されたスペインでは

簿記法の発展も遅れ，その本格的な簿記書は，1565年に刊行されたRochaの
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簿記書［ＣＯ”c〃ｊｏｙ６γｅｕｃｊ"s/γ"ctio〃ＰＣγ/c"cγ/ibγCs…･］をu嵩矢とすると

言うのである。

ただし東は,Rochaの簿記書について，『ブラウンの会計史』の行論に拠り，

「・・・若し「ヴェニース」大家の原著を判鱗したらんには尚大に恕すべきも、

同氏は軍に名もなき獅乙の學校教師「ウァレンチン、メンヘル」（Valentin

Menher）［正しくはValintinMennher］の簿記書を請者に紹介したるに過ぎ

ず、而して、同燭乙著書は頗る杜撰を極めたりと云ふくｗｈｉｃｈｉｓｖｅｒｙｆａｒ

ｆｒｏｍｓｈｏｗｉｎｇａｃｏｍｐetentknowledgeofbook-keeping〉は、「メンヘル」氏

は「バヴァリヤ」［バイエルン］なる「ケムプデン」［正しくはケンプテン］

(Kempten）に生まれ、後「アントウアープ」へ移住して算術及簿記の教授に

従事し、その著書は惣て佛語にして109)、初版は一五五○年の日付を有し、書

中に彼の燭乙國「シュライベル」及「ゴットリヱブ」両氏の簿記書に特色とす

る、商品責買帳く"SalesandPurchaseBook"〉［商品帳］を掲載するが如きは、

明かに「メンヘル」氏著書の、燭乙に起源する所以を表白せり、但、第二版よ

りは多少増補の箇所なきにあらざるも、常時、伊太利式簿記法の發達鮎くthe

levelofexcellenceattainedbystudentsofltalianbook-keeping〉に比しては、

到底及ぶべくもあらず、即ち、かく幼稚の凋乙簿記書に基く佛書を引用したる、

伊國識諜書の慣値は亦推して知るべし｣''0)と述べている。

要するに，Rochaの簿記書は，彼自身の著作ではなく，Mennherが1550年

にアントワープで刊行したフランス語の簿記書（Pmcti9"２６γ”ｃｐｏ"γＧ１/ｼcγ

c伽"jγ/〃ｅｓｄｃｃｏ岬ｔｃ･…）のリヨンでの再版（1565）に基づく，そのスペ

イン語［正確にはカタロニア語］版であった。しかも，基になったMennher

の簿記書も，先に述べたSchreiberやGottliebと同様に商品帳を用いるな

ど，その起源をドイツに由来するものであるとして，当時の「イタリア式簿記」

の発達水準から見れば，稚拙な内容のものであったと説くのである''1)。

最後に，東は，「以上述ぶる所は「スコットランド及ヱヂンポルグ［エディ

ンバラ］」會計人協會の需に應じて「リチヤード、ブラウン」［Richard

Brown］の執筆［正しくは編著］して、千九百五年に出版したる、會計及會計
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人の沿革史［ＡＨＩＳｔｏｒｙｑ/Accoz伽/"ｇα"dAcco""、"な：『ブラウンの会計史｣）

中、簿記法の沿革に關するもの、内、その最古代に属する部分を抄課したるも

のにして、その所説は頗る冗長に過ぎ又詳密に失して、爲に讃者をして倦厭の

念を生せしむるの嫌なき能はず、然れども、従來世に公にされたる簿記法の沿

革は、簡結摘要に失して、而かも甚しき錯誤と疎漏とに陥りたるは、大に遣,憾

とする所なり、これ長文と煩勢とを厭はず、著者の敢て以上の如き詳細迄を弦

に引用したる所以なり、・・・」''2)と記して，本稿執筆の意図を改めて述べて

いる。

Ⅲ結語

如上のように，東の会計史（簿記史）に関する第二の論稿，つまり，『商業

會計第壹輯』に収載された「簿記法古代の沿革」は，会計に関する通史的著

作の噴矢であるイギリスの『ブラウンの会計史」特にその第一部第五章の邦

訳を基礎とした叙述である。

東がこのような歴史叙述を試みた目的は，「・・・従來世に公にされたる簿

記法の沿革は、簡結摘要に失して、而かも甚しき錯誤と疎漏とに陥りたる

は、・・・」と，前項で引用した文言にあるようにそれまでわが国において

会計の歴史を論じた論稿がいずれも簡潔に過ぎて，誤りや手抜かりがあったこ

と，端的に言えば，簿記書やその著者たちの語前の羅列的列挙にとどまり，

個々の簿記書の教示内容などに具体的に言及することがほとんどなかったこ

と，彼はこのような状況を遣`憾と考え「・・・これ長文と煩勢とを厭はず、

著者の敢て以上の如き詳細迄を薮に引用したる所以なり、・・・」と記すように，

『ブラウンの会計史」に拠りつつ，そこに盛り込まれた当時として最新の会計

史研究の成果を，あえて冗長で煩労となることを祷踏せず，その叙述を通じて，

わが国の斯界に紹介・導入しようとしたことにある。

この「簿記法古代の沿革」が出現するまでにわが国では，会計史に関する

最初の著作とされる曾田愛三郎の「記簿法Book-keeping」（｢學課起源署説」
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(1878）収載)，あるいは，会計史のより本格的な著作のⅡ嵩矢と位置づけられる

海野力太郎の『簿記學起原考」（1886）や，彼の小稿「簿記法の起源」（『實用

簿記法』（1899）収載)''3)，さらに東の第一の論稿である「簿記の起源及沿革」

(1903）が公表されている。これらの論稿は，JohannBeckmannの"Italian

Book-keeping”（Ａ研st0〃ｑ／Dzz）cwtjo"s，Djscoucγzes，α"ｄｏγｊｇｒｉ"s，４th

ed.(1846）収載)'M)や,PatrickKellyの"AShortHistoryofBook-keeping，，(Ｔ/bc

E〃"zc伽Cl/BOOﾉMCC｣，i'Ｚｇ….（1801）収載）などにもっぱら依拠した著作で

あったが１９世紀後半から２０世紀初頭までの欧米においては，これらの初期の

著作の内容を超えた会計の歴史叙述が現れる。すなわち，未だ初歩的な段階

にとどまるとは言え，Pacioloの「簿記論」の現代語訳の試みを含む，会計史

の本格的な研究に向けての一定の胎動が見られる｡その代表例が『ブラウン

の会計史』（RichardＢｒｏｗｎ（ed.),Amsrorycl/Acco""/j"ｇα"drAcco"伽加

(1905)）と考えられるのである。

東の「簿記法古代の沿革」は，その当時として最新の会計史研究の成果を反

映した上記の『ブラウンの会計史」に史料を求めて，簿記の歴史に限ってでは

あるが，複式簿記の生成につながる1211年のフィレンツェの金融業者の会計帳

簿や，同じフィレンツェのフイニー兄弟商会の会計I帳簿，複式簿記の生成を画

するとされる1340年のジェノヴァ市政庁の財務官の会計帳簿，あるいは，ヴェ

ネッィアのソランツォ兄弟商会の会計帳簿などを事例とした会計記録法の進

化そして，かかる進化の一つの集大成としての複式簿記（｢ヴェネツイア式

簿記｣）を印刷教本として世界で最初に体系的に解説したPacioloの「簿記論」

の教示内容，さらにPacioloの「簿記論」以降にヨーロッパの各地で刊行さ

れた簿記書とそれらの相互関係などの考察などについて，わが国の従前の著作

には見られない，より具体的内容に路み込んだ歴史叙述が擦り込まれている。

もちろんそこには，史料的には『ブラウンの会計史」の叙述内容から脱す

ることができず，また，社会経済的環境との照応の検討が認められないなどの

限界はあるが原著の刊行後わずか数年のうちに『ブラウンの会計史』をわが

国に紹介・導入したものであり，そこに，会計の歴史研究に対する東の関心の
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高さと功績を看取することができるように思われる。

同時にそれは，明治初期に洋式簿記（特に複式簿記）を導入したわが国で

も，単なる簿記書とその著者たちの名前の列挙・羅列ではない，Pacioloの「簿

記論」の教示内容に関する叙述に見られるような，会計の歴史にかかわるより

詳細な考察を行うことのできる研究上の素地が形成されつつあったことを証す

るものと考えられる。

すなわち．明治初期に複式簿記が洋式簿記として導入されて以来，欧米の簿

記書を翻訳（翻案）した簿記書が現れ，その後にⅡ本人|]身の人の手になる簿

記書が登場する。これと符合するかのように会計史に関しても，簿記の歴史

を中心に，曾田の論稿や海野の著作が出現しそれを承けて，会計の専門的研

究者としての東の二つの論稿が登場する。おそらく簿記書をIflら執筆するよう

になるに伴い，会計史，特に複式簿記の起源と沿革への関心が生まれ，未だ一

次史料を蒐集・分析しての会計史の本格的な展開が困難な当時にあっては，

もっぱら欧米における先行研究の成果を紹介・導入する形での会計史の研究が

進められるのであり，東の論稿，特に「簿記法古代のｉＩＷｕはその先駆的業績

と考えられる。

ただし，東は，「・・・又この最古に属する年代以後に於ける簿記法の沿革は、

欧州各國共、その國々の著書より自然にその國の今日に傳へられたるものにし

て、而かも、その頃以後、簿記法に顯著なる改良斬新を施したるの形跡は至て

乏し〈、唯新著書は蕾著書の剰窺改意に過ぎず、随てこの以後の沿革を観察す

ろは必ずしも重要ならず、これ著者の蕊に欄筆したる所以なり｣''5)と記す。す

なわち，「簿記法古代の沿革」では，「ブラウンの会計史ｊに含まれた「簿記の

歴史」（"HISTORYOFBOOK-KEEPING,,）を扱った，Ｆｏｇｏが執筆を担当し

た二つの章のうち，前半部分（第一部第五章）だけを取り上げて邦訳し，後半

部分（第一部第六章）についてはこれを省いている。そして，その省略の理由

について，東は，上述のように「・・・簿記法に顯著なる改良斬新を施した

るの形跡は至て乏し〈，唯新著書は薑著書の剰窺改窺に過ぎず，随てこの以後

の沿革を観察するは必ずしも重要ならず，これ著者の弦に欄筆したる所以な

－１３９－
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り」と記している。特に「・・・新著書は醤著書の判鏑改鼠に過ぎず、・・・

この以後の沿革を観察するは必ずしも重要ならず」という文言に示されるよう

に，彼は，その後の簿記書の展開について厳しい評価を示しているが後半部

分に関する彼の叙述が提示されなかったのは非常に残念なことである。

いずれにせよ，－次史料の蒐集と分析が容易でなかった時代において，海外

で公表された最新の研究成果を紹介・導入しこれを基に自らの所説を展開す

るという形での会計史研究は，これ以後，わが国において一つの定型化された

アプローチとして長く採用されるようになり，東の「簿記法古代の沿革」は，

かかるアプローチの先鞭をつけたものと思量される''6)。そして，黎明期の会

計史研究の開拓に努め，今日では一つの学会（｢日本会計史学会｣）を形成する

までに至っているわが国の会計史研究の基礎を構築した先駆者として，東の業

績は高く評価されるべきものと思量される。

ｌ駐
＊

本稿は，以前に公表した拙稿（中野［201lb］と［2016]）について，頂戴した

コメントや，関連分野に関するその後の考察結果に基づき，加筆・修正を施し

たものである。

東の略歴については，中野［l999a]’’06-110頁；同［20021367-369頁を参照

されたい。

なお，東については，「ある会計人の半生一東爽五郎自伝一」（渡辺宗煕（編）

という自伝が存在するので，同書も併せて参照されたい（See東［1977])。

東は，1916年に職業会計人に転じた後も，執筆活動に積極的に携わり「商業會

計研究』（1930）の刊行以外に，自らその設立に関与した「日本會計學会」の機

関誌「會計」などに多くの論稿を公表している。ちなみに，「會計」の創刊号に

は，彼の「減債償却金に開する會計問題（上)」が掲載されている。また’929

年にはニューヨークで開催された第三回国際会計会議（InternationalCongress

onAccounting）に下野直太郎らとともに日本代表として出席しそこで報告

した"LegislationfortheAccountingProfessioninJapan,,の内容を論文にまと

めたものが同会議の論集に掲載されている（See東［1917a］；Higashi［1930])。

Folsomによれば，複式簿記とは，価値の等iilli的収支（co-equalreceiptand

disbursementofvalues）（あるいは，価値の等Iilli的受渡し（co-equalreceMng

l）

2）

３）
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andgivingofvalues)）を跡づけ．価値交換の二mi的結果（two-foldresultof

theirexchange）を表示することにあると定義される。すなわち，科学として

の簿記は，I11i値（value）に基礎を置くものであり，このような価値は，大きく

二つのクラス，つまり，商業価値（Commercialvalue）と観念価値（Ideal

value）とに分類される。そして．あらゆる取ｦ|，つまり，価値の交換は，①商

業Ⅲi値，②観念価値，および，③商業価値と観念価(ilLIという三つの構成要素の，

それぞれの受取りと引渡しという組み合わせからなる九つの等式（＝「価値交

換等式｣）に還元されるとして，貸借記入の原則を，「受け取ったすべての価値

は借方であり，引き渡したすべての価値は貸方である」（AllValueReceivedis

Debited・AllValueGivenisCredited.）という，（lIli値の受渡しにかかわる因果

律（principleofeffectandcause）に関連づけて解説される。このような「価値

受渡説」（または「価値得失説｣）に立脚したFolsomの簿記書の概要について

は，中野［19921第７章-1Ⅱを参照されたい（SeealsoLittleton［l9331

pp・'95-199（片野（訳）［1978]，296-301頁）；久野（秀）［19791369-374頁；久

野（光）［19851第９章§２)。

なお．東は，「新案詳解商業簿記」の中で，価値（value）を「債格」と訳し

た上で，Folsomの説く「価値受渡説」の基本となる二種類の価値のうち，商

業価値（Commercialvalue）を「物質的（即ち貿易的）償格｣，他方，観念価値

(Idealvalue）を「心理的（即ち理想的）債格」と訳している（東［'9031

115-116頁；seeFolsom［1873]，pp2-3)。

Folsomの簿記書が東の「新案詳解商業簿記」に及ぼした影響については，例

えば。彼が勘定科目の分類を論じている箇所において，「・・・この類別は簿記

科の大法則たる彼の借貸の理を解説するの方便として最初に商人の各取引を債

格の交換［傍点は筆者追加：Folsomによれば，先の注３）で記したように，

"value，,という語が用いられているので，「債格の交換」というよりは「価値の

交換」（theexchangeofvalues）と訳す万が適当であろう］なりと説く或る一

派の簿記著者の主唱に基きたるにして・・・」と記していることからも明らか

であろう（東［19031242頁)。

東は，貸借記入の記帳原則に関連して，「新案詳解商業簿記」の冒頭に掲げら

れた「緒言」の中で，「・・・本書の第一編惣論，就中，その借主及貸主の理論

に關して講説したる部分は此科各講述者の在來普通に試みたる順序方法に依ら

ずして全く新規の趣向に出でたる一事は本書の特色として著者の敢て吹聴せん

ことを欲するなり本書に冠するに「新案詳解」の四字を以てしたるは全くこ

の理由に基くなり」と記している（東［19031緒言，１頁)。

この点について，黒澤清は，「・・・それまでは、すべての簿記文献は、原著

に忠実であることを期し、洋式簿記法をそのまままちがいなく、わが国に移植

することに重点がおかれていたのであった。そこには、何ら創意工夫のあとが

４）

5）
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なかったというよりは、作意なく原著の趣旨を伝達しようとしたもののようで

ある。これに対して、明治簿記史の第二段階においては、束の著書の標題にあ

るように、「新案詳解」であることを競うようになってきたのである｡」と述べ

ている（黒澤［1982122頁)。

岡lⅡ誠一もまた『新案詳解商業簿記」について，「私は此新案詳解商業簿記

を以て、佐野善作先生の商業簿記教科書（1Ⅲ治三十f'二八月初版）森Ｈ１熊太郎氏

の新簿記法瑚法の研究（明治四十五年五月）と共に|ﾘ1拾後期に於ける簿記學の

最高峰－１２にあるものと信ずるものであるが、其'111題の範|嫌|の包括的であること、

その説明の親切丁寧で一々その典擦を示した周到振り、説lﾘl111H序の心理的なる

黙など當時に於ける代表的の書として懸念なく椎稲し得る所である｡」と記し

て，これを非常に高く評価する言を呈している（liY1m［19351310頁；see小島

[19731193頁)。

黒澤［19901129頁。

木村［1950134頁。

東［19081緒言，3-4頁。

東［19081緒言，5-6頁。

わが国ではじめて「会計学」の語を標題にⅢいた著作は，害円良三の「會計學」

(1910）である。これは，前年の1909年にアメリカで出版されたHenryR

Hatfleldの/1ｍ/cγ〃Accozj"//"9J.…（1909）を祖述したものであるが，これを

、家薬寵１１１のものとして十分に消化しわが111における会計学時代の出発点に

なった点で，貢献するところ大なるものあったと評価されている（木村［19501

35-37頁；黒澤［19901145頁)。

東も，アメリカ会計学導入の影響を受け，先の『商業會計第壹輯」（1908）

の内容を一新して，1914年に「商業會計第戴輯」を出版する。｜司書では，「會

計學の定義に就て」「貸借對照表の内容論｣，「合名，合資會社又組合の出資額

及損益分配に開する會計」「機械及据付物の減憤償却法｣，「増憤を以て評債を

要する諸資産」「機械の時間經費率に基く工場會計の取扱法｣，「貸借對照表の

比較調査｣，「損益表に於る百分比例の計算法｣，「棚卸商品に對する會計検査法｣，

｢棚卸商品の會計検査に對する監査役の責任」「米|蚊|公瞥會計人事情」等々，必

ずしも体系化されているとは言えないが，貸併対照表論から原価計算，財務諸

表分析，監査論などというように「簿記」に限定されない，「会計」にかかわ

るより広汎な問題が取り上げられている。彼の「商業會計」の第壹輯と第武輯

が出版された1ﾘ[|治末から大正初頭にかけては，わが'］１１においても，「会計学」な

るものが解決を要する学科目として学界の論議のjMl-fに上ってきたことがうか

がえる（See東［1914])。

そして，このような動きを反映して，神戸高等商業学校では1911年度から従

来の「簿記」とは別に「會計學」が開講され，また東京高等商業学校でも

１
１
１
１
１
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1915年度から「計理學」が開講されるに至る（中野［l999al80,83,84頁；同

[20021361-362頁)。

なお，「商業會計第戴輯」にも．全22章'１１の最後に「簿記書題目の愛遷」と

題された，簿記の歴史にかかわる論稿が収載されており，東の会計史への強い

関心がうかがえる（See東［19141第22章)。

束の「簿記の起源及沿革」の内容については，中野［2018］を参照されたい（See

also小島［19731第５章３ａ)。

LucaPacioli（Paciolo）（cl445～c1517）の名前の表記について，かつては``Luca

Pacciolo"，あるいは，“LucasPaccioli"，“LucaPaciolo"，“LucasPacioli'，など，

さまざまな綴りのものが見られた。しかし今日の通説によれば，彼の名前を

姓のみで表記する場合には単数形の"Paciolo"と記し，他方，姓と名で表記する

場合には「パチョーリ家のルカ」つまり家族を表すという意味で複数形の

"Pacioli"を用いて"LucaPacioli”と記すのが正しいとされる（小島［19731序

３頁；泉谷［１９８０１１頁注（１）；岸［1990］（序）ii-iii頁；片岡（泰）［19881

101頁；|可［2007185頁；seeTaylor［1944])。

See小島［'9731216-217頁。

Foster［l852lTitlePage、

FosterのＴﾉﾉＣＯγigj〃α"dP70g7cssq/BoM2CPj"ｇ…・は，「序」（Preface）を

含めて，合計54頁の著作であり，次のような構成になっている。すなわち，

１．「序」（ppjii-iv）

２.「本文」（pp5-22）

３.「文献１１録」（pp23-54）

“WorksonBook-keeping”（pp23-33）

“AmericanWorksonBook-keeping”（pp34-37）

“MercantileTables,,（pp,37-42）

“NewandPopularWorksbyBFFoster”（pp43-54）

このうち，「本文」にあたる部分では，まず簿記の歴史が略述された後に，イ

ギリスの簿記書を中心に以下の九点が取り上げられ，個別に簡単な考察が加

えられている。すなわち，

①RichardDaffOrne,Ｔ"』んγcﾉiα"な，Ｍ〃oz/だ.…,２ｎｄｅｄ,London165L

標題は正しくはＴｈｃＡ化γｃｈａ"なＭ〃0"だ.…（初版の刊行は1635年）

②JohnCollins,Ａ〃ん/γ0."cﾉﾉ0〃/刎化ﾊﾞﾉｶα'zrs，Acco”/s,London,1652．

標題と刊行年は正しくはＡ〃/"/γＭｨcﾉﾉ0〃ｔｏ池cγc/iα"（αccO""/s･…，

London,1653.

③StephenMonteage,此bt0γα"。Ｃγｃｄｊｊ０ｒ〃zadeEasjc:…．,Londoll,1675

④JohnClarkツルctz`γCSO刀汕ＣＯ加加;….,London,１７３２

⑤AMerchant,Ａ血ctzｲｧｃｚ伽〃Ｐαγ/"eパ姉Acco"'血…･’２ｎｄｅｄ.，

11）

１２）
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London,1769．

第二版の刊行年は正しくは1768年（著者名と初版の刊行年は確認できず）

⑥DanielFenning,ＴﾉｶｅＹＤ”ﾒｶｌｓＣｚ`ｊｄｅｔ０Ｔｍｄｃ,.…London,1772.

⑦ＥｄｗａｒｄＴ・Jones,Ｔ/DCE"g/ＭＳＷｕ，〃ｑ/BooMeqbj"ｇ….,BristoL

標題は正しくはノヒwe内Ｅ"g/ＭＳｙｓだ"ｚｑ/Booh-hce｣､/"9,…｡．

⑧JohnWFulton,町伽ノリＭα〃ＢＯＣ"Ｍe幼/"ｇ･…,BengaLl799

1800年にロンドンで刊行された別の版あり

⑨J､Isler,ﾊﾉﾋlzuSzuiss1Vb/ﾉbomq/ｈｅ⑪/’zgbooﾉｬs,….,Brussels,1810．

要するに，Fosterの著作は，彼が蒐集した1543年から1852年にかけての時期

に英語により出版された150点超の文献に基づいて著された，本文と文献目録か

らなる著作であり，そのうち本文は54頁中の18頁にすぎないが，ともかくも，

単行本において会計（特に簿記）の歴史がはじめて専１１Ⅱ的に取り上げられたと

いう点で，会計史研究の歴史上，象徴的な著作と位置づけられる（Ｙａｍｅｙ

[l9801p､90;see久野（秀）［19791273-279頁)。

なお，Fosterの著作に次いで，会計史を取り上げた世界で第二番目の単行本

とされるのが，別稿において論じた海野力太郎の「簿記學起原考」（1886）であ

る。同書については，中野［2017b］を参照されたい（Seealso江村［19531

序説；小島［1965]’第９章；|同｜［19731第５章；西川［1975]；同［1978]；同

[19821第二部簿記學起原考解題)。

この点を捉えて，茂木虎雄は次のように指摘している。すなわち「パチョーリ

簿記論の十九世紀における翻訳過程のうちに会計史が形成されてくる。会計史

はパチョーリをH1]題とすることから始まり，簿記文献史的展開をともなうこと

が，もって生まれた性格のようでもあった。・・・」と（茂木［1969125頁)。

RichardＢｒｏｗｎは，GeorgeAJamieson（1828～1900）やAIexanderSloan

(1843～1927）と並んで，スコットランドにおける創生期の会計士業務を主導し

た三人の会計士の－人として，その業績が高く評価されている。なお，彼の略

歴や業績等については，彼の死去に際してＴｈｃＡｃｃｏ""”２s，MZgZzzi"ｃに掲載

された追悼文に詳しいので参照されたい（Smith［1918］；ｓｅｅＬｅｅ（Ｔ）（ed.）

[2016]，Chap3)。

スコットランド勅許会計士協会（ICAS）は，スコットランドのエディンバラ，

グラスゴウ，アバディーンに設けられた以下の三つの組織が統合されて，

1951年に設立されている（Lee（Ｔ）（ｅｄ）［l9841p,20)。すなわち，

①SocietyofAccountantsinEdmburgh（1853～,）

（勅許状（RoyalCharter）の取得は1854年）

②InsitututeofAccoutantsandActuariesinGlasgow（1853～）

（勅許状取得は1855年）

③SocietyofAccountantsinAberdeen（1866～）（勅許状取得は1867年）

16）

17）

18）
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19）

20）

21）

Lee（Ｔ）（ed.）［l9841p・l68

Brown（ｅｄ）［l9051p.v、

Brown（ed.）［l905lp・vii．

なお，ここで「・・・スコットランドの会計士団体に法人化50周年を記念し

て・・・」と記されている組織とは，前記の注18）で示したスコットランドの

会計士協会のうち①と②，つまりエディンバラとグラスゴウの協会である

ことは言うまでもない。

『ブラウンの会計史」とともに，会計史研究の古典書の一つとして位置づけられ

るArthurH・WoolfのＡＳﾙoγ／〃な/ひび’qf4cco""、"/Ｓα"dAcco""、"の’

(1912）（以下，『ウルフの会計史』と表記する）にあっても，以下に掲げる同書

の「目次」（Contents）に示されるように，部と章の構成は異なるが，実質的に

は「ブラウンの会計史』と同様な内容，つまり，「会計の歴史」のみならず，相

当程度に「会計士の歴史」に重きを償いたものになっており，スコットランド

(エディンバラ）とイングランド（ロンドン）という出版地の違いこそあれ，や

はり「会計士」と彼らが携わっている「会計」そのものが有する歴史性を強調し，

専門職業人としての「会計士」の社会的存在意義を強く訴求する目的があった

ように思われる。

22）

｢ウルフの会計史此目次

ＰＡＲＴＬ

ＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴＯＦＳＹＳＴＥＭＳＯＦＡＣＣＯＵＮＴＩＮＧ

ＡＣＣＯＵＮＴＩＮＧＡＭＯＮＧＡＮＣＩＥＮＴＮＡＴＩＯＮＳ

Ｌ－ＡｃｃｏｕｎｔｉｎｇａｍｏｎｇｔｈｅＥｇｙｐtians・

IL-AccountinginBabylonia,Assyria,ａｎｄａｍｏｎｇｔｈｅＨｅｂｒｅｗｓ、

ＡＣＣＯＵＮＴＩＮＧＩＮＣＬＡＳＳＩＣＡＬＴＩＭＥＳ

ＩＩＩ.－AccountingamongtheGreeks、

１Ｖ.－ＡccountingundertheRomanRepublic

V.－AccountingundertheRomanEmpire（ｔｏ４７６ＡＤ.）．

ＡＣＣＯＵＮＴＩＮＧＤＵＲＩＮＧＴＨＥＭＩＤＤＬＥＡＧＥＳ，

VL-AccountingintheDarkAges

VIL-TheEnglishExchequer．

ＶⅢ.－AccountinginEnglandfromtheEleventhtotheFifteenthCentury、

IX-AccountingontheContinentaltotheendoftheFifteenthCentury．

－１４５－
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ＰＡＲＴＩＬ

ＧＲＯＷＴＨＯＦＴＨＥＳＣＩＥＮＣＥＯＦＢＯＯＫＫＥＥＰＩＮＧ

Ｘ.－TheFirstPrintedTreatiseonBookkeeping

XL-LaterWorksonBookkeepingpublishedAbroad、

XIL-EnglishWorksonBookkeeping、

ＰＡＲＴＩ11．

ＯＲＩＧＩＮＡＮＤＰＲＯＧＲＥＳＳＯＦＡＵＤＩＴＩＮＧ

ＸＩⅡ－ＨｉｓｔｏｒｙｏｆＡｕｄｉｔｉｎｇ

ＰＡＲＴＩＶ、

ＲＩＳＥＡＮＤＰＲＯＧＲＥＳＳＯＦＰＲＯＦＥＳＳＩＯＮＡＬＡＣＣＯＵＮＴＡＮＴＳ

ＸＩＶ.－EarlyAccountantsinltaly、

XV-ScottishAccountants:AccountantsinEnglandtotheendofthe

EighteenthCentury・

ＸＶｌ－ＡｃｃｏｕｎｔａｎｔｓｆｒｏｍｔｈｅｅｎｄｏｆｔｈｅEighteenthCentury、

ＸＶⅡ－ProfessionalAccountants:ThePositionandOutlook

AppendixA、

AppendixB

Bibliography

lndex

なお，「ブラウンの会計史」については邦訳書はないが，「ウルフの会計史」

については邦訳書（部分訳と全訳）があるので参照されたい（片岡（義）・片岡

(泰）（訳）［1977];ｓｅｅａｌｓｏ渡邊（鐵）［1916];片岡（義）（訳）［1947];同（訳）

[1954];Ｃｆ茂木［1953])。

SeeＢｒｏｗｎ［1897];同［1898];何［l9011

SeeBrown（ｅｄ）［l9051pp､343-360．

スコットランド勅許会計士協会（ICAS）には，1976年に第三版が刊行された

文献目録（Ａ〃AccozZ"ｍｍｓ，ＢｏｏｈＣｏ此ｃｔｊｏ'zI494-I930）に示されるような会

計史に関する多くの文献（古書）が所蔵されているが，かかる占書籍蒐集の創

設者は，ここで論及されているＢｒｏｗｎであると言われる。彼は，1890年代ま

でに，1494年から1930年に及ぶ，ちょうど1,000冊を下回るぐらいの現在（1970

年代当時）のコレクション（Scottishlnstitute,sAntiquarianCollection）の中

核を創り上げたとされる（ＩＣＡＳ［l976blpp,vii-viii；小島［'9781166-168頁；

seeＩＣＡＳ［1976a];同［l976b])。

『ブラウンの会計史』の第一部の第五章と第六章の執筆者の名前については，同

23）

24）

25）
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書では，“J、RowFogo，，と表記されているが，例えば，ＴﾉbcAcco""、"/s，

MZgnzj"２に掲載された彼の論稿の執筆者名には，‘`JRowFogo，,という表記も

あるが，“JohnRow-Fogo”という表記も見られる（なお，本稿では姓のみで記

す場合には"Fogo,，と表記する)。

なお，Ｆｏｇｏ自身も，「ブラウンの会計史』が刊行される前の1898年に出版さ

れたＴﾉｾeAccozZ"/α"た,MZgnzj"ｃに簿記史に関する論稿（"TheHistoryof

Book-keeping"）を執筆・掲載している（SeeFogo［l898a])。

Brown（ｅｄ）［l9051p.x・

東の「簿記法古代の沿革」に関する先行研究として，小島［19731第５章３ｂ

があるので参照されたい。

東［1908]，154頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051p93

ただし，東は，単式簿記についても，これをまったく否定するわけでなく，場

合により看過できない簿記法として認識している。このことは，彼が，次のよ

うに述べてしていることからもうかがえる。すなわち，「・・・我國奮来の帳合

法若〈は特に學習したる簿記の智識なきもの、必すや自然に案出し得べき財政

記録の方法は概ね箪記式に雲霧たるものと云ふことを得べ〈而して此方式は

穂、複雑したる財政の整理記録に常りて屡々誤記脱漏等を生し易きの不利益あ

ることを免れざるなり然れともその或る部分は複記式の記録方法と併せ用ひて

大に便利なるのみならす若し財政の種類にして簡軍なる場合にありては軍記式

又決して捨つくからざるなり蓋し複記式の現時の意匠は全く軍記式より進化し

來りたるものなれは今日財政を記録するに最も進歩したる唯一の方式として一

般の承認する所たる複記式簿記法を習得せんとするものはこの箪記式をも亦

輕々に看過せきらんことを要するなり」と（東［1903128-29頁)。

東［19081154頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051p､93.

束［1908]，154-155頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051p93、

東［1908]，155頁；seeＢｒｏｗｎ（ed.）［1905]，pp93-94.

1211年のフィレンツェの金融業者の会計帳簿の概要については，泉谷［1980]’

第２章；同［19971第２章を参照されたい（Seeａｌｓｏ井上［19681第１部第

１章；小島［19871第３章；Ｌｅｅ（G）［1973］；同［1994])。

束［1908]，155頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，ｐ９４

束［1908]，155-156頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051pp94-95.

束［1908]，156頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ed.）［l9051p､95．

その当時の会計記録の具体的事例として，北ドイツのリューベックのヴィッ

テンポルク（Wittenborg）家の会計帳簿や，南ドイツのアウクスブルクのフッ

ガー（Fugger）家の会計帳簿，南フランスのモントーバン（Montauban）のボ

ー（FreresBonis）兄弟商会の会計帳簿，イタリアのフィレンツェのペルチィ

(Peruzzi）商会の会計帳簿が論及されている（東［'9081156-159頁；ｓｅｅ

26）

27）

28）

29）

30）

31）

32）

33）

34）

35）
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Brown（ｅｄ）［19()5]，pp95-97;ｓｅｅａｌｓｏ'1､島［1987]，26-27,95-96,98,162頁；片

岡（泰）［1994]，序章)。

東［1908]，158頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ed.）［19051ｐ96.

束［1908]，158頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，ｐ97.

束［1908]，158-159頁；seeＢｒｏｗｎ（ed.）［l9051p97・

東［1908]，159頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051p97．

｢フイニー兄弟商会」に関しては，｜｢ブラウンの会計史」（および，これに依拠し

た東の「ii1｢代簿記法の沿競｣）では，本文'１１で示したようにＪリネリオ及バルド，

フイニー」（Rinerio＆BaldoFini）と表記されている。しかし文献によっては，

｢リニエリ・フイニー」（RinieriFini）と表記するもの，あるいは，ルニエリ・

フイニー」（RenieriFini）と表記するものも見られる（Ｂｒｏｗｎ(ｅｄ）［l9051p,98；

see東［19081159頁；ｓｅｅＤｅＲｏｏｖｅｒ［l9561p,118;Chatfield［1977]，ｐｐ､38‐

39;泉谷［19801161頁；片IiliI（泰）［198817頁；liil［2007],３９頁；小島［19871

14頁；ChatfieldandVangermeersh（eds.）［1996]，ｐ253)。

東［1908]，159-160頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051pp97-98，

フイニー兄弟商会（RinieriFiniefratelli）の会計帳簿の概要については，泉

谷［1980]，第８章第１節；ｌｉｊ１［19971第４章第２節を参照されたい（See

also小島［19871第３章)。

東［1908]，160-161頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，ｐ98．

複式簿記の起源をめぐっては，古代ローマ説や古代インド説なども提起されて

いるが，今日では，中ｉＩｔイタリア起源説が支配的である。しかしこの説は，

さらに①フィレンツェを中心とするトスカーナ説，②ジェノヴァ説，③ミラ

ノを中心とするロンバルデイーア説，さらに，④ヴェネツイア説，あるいは，

⑤ほぼ同時期にイタリアの商業都市で生成したと考える同時期説に分けること

ができる。

このうち①のトスカーナ説は，今|｣のような貸借左右対照的な勘定形式の

成立は複式簿記生成の絶対的要件とは見ず，これに先行する貸借上下対照形式

(貸借上下連続形式）であっても，重要なことは取引を貸借に分析・記録するこ

とであるという観点から，人名勘定・物財勘定・名月勘定からなる体系的勘定

組織の成立とそこへの貸借複記入の貫徹が見出される,13111紀末のフィレンツェ

の金融業者の会計帳簿（具体的には，本文中で言及されたフィニー兄弟商会の

元帳（1296～1305)，あるいは，ファロルフイ商会（GiovanniFarolfieCompj

の元帳（1299～1300）など）に複式簿記の生成を認めようとする説である。こ

れに対して，②のジェノヴァ説は，体系的勘定組織の成立と貸借複記入の貫徹

とともに，勘定式計算法（｢対置法による減算」ないし「加法的減算｣）の要と

なる貸借左右対照的な勘定形式の出現を重視する観点から,1340年のジエノヴア

市政庁の財務官の会計帳簿（元帳）に史料を求めて，そこに複式簿記の生成を

36）

37）

38）
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43）

－１４８－



経営論叢第８巻第２号（2019年３月）

１１mそうとする説である。また③のロンバルディーア説は，ジェノヴァ説と同

様に，貸借左右対照的な勘定形式を重視しながら，より厳密に－冊の帳簿に

すべての勘定が網羅される総勘定元帳の形成とそこに複式記入が貫徹される実

務をもって複式簿記と見る論理構成から，１４世紀末のミラノの商人や金融業者

の会計帳簿（具体的は，マイノ銀行（BancoDelMaino）の元帳（1394～1400)，

あるいは，カタロニア商会（SocietadiCatalogna）の元１帳（1395～1398）など）

に複式簿記の起源を定めようとする説である。さらに④のヴェネツイア説は，

ソランツオ兄弟商会（Soranzoefratelli）の|日元帳（1410～1417）と新元帳

(1406～1434)，バルバリゴ（Barbarigo）家の会計帳簿（1430～1582)，バドエ

ル（GiacomoBadoer）の元帳（1436～1439）などに史料を求めてヴェネツイア

に複式簿記の起源を唱える説であるが．現存する史料がいずれも上掲のように

１５世紀に入ってからのものしかないという難点が見受けられる。他方，上記の

諸説に対して，現存する史料を見る限り，ジェノヴァやフィレンツェ，ミラノ，

さらに，ヴェネツィアなどで用いられていた複式簿記の方法や様式にはかなり

の地域差が見出されるので，特定の時，特定の場所に一元的にその起源を求め

ようとするよりも，複式簿記はこれらの地域でほぼ同時期に独立的に誕生した

のではないかとみると見る同時期説も提起されている（See小島［19871第２

章；片岡（泰）［19881第1章；|可［20071第１章第３節)。

東［1908]，161頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，pp98-99.

束［1908]，161-162頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051p99，

ジェノヴァ市政庁の会計|帳簿の概要については，泉谷［19801第１１章；同

[19971第６章５を参照されたい（Seeａｌｓｏ井上［19681第１部第２章；小鳥

[19871第３章)。

なお「ブラウンの会計史ｊには財務官の会計帳簿の例示が掲げられているが，

東の論稿ではこの部分は省略されている（SeeBrown（ed）［1905]，pp99-100)。

東［1908]’162-163頁；seeＢｒｏｗｎ（ed.）［l9051p,１００．

束［1908]，163頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，pp100-lOL

ソランツオ兄弟商会（Soranzoefratelli）の会計帳簿の概要については，片岡

(泰）［1988]，第２章を参照されたい（Seealsojt上［19681第１部第３章；

小島［1987]・第３章；泉谷［19971第７章第２節)．

なお，「ブラウンの会計史」にはSoranzoの会計帳簿の例示が掲げられてい

るが，東の論稿ではこの部分は省略されている（SeeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051

pp100（right）‐106)。

束［19081163頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051plOL

東［1908]，163頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，ｐ,１０１．

束［1908]，163頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，ｐ・'０１．

束［1908]，164頁；seeＢｒｏｗｎ（ed.）［1905]，ｐ106.
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複式簿記がヴェネツイアからフィレンツェに伝播したか否かについては定か

でないが，「ヴェネツィア式簿記」が複式簿記の典型としてヨーロッパ各地に普

及していった要因として，次の三つが挙げられる。すなわち，①ヴェネツィア

の職業的簿記教師たちが記帳技術を高度な水準にまで洗練していたこと，②

Pacioloの「簿記論」を含む最初期の簿記書がヴェネツイアで出版されていたこ

と，③ヴェネツィア式簿記に組み込まれていた特定商品勘定を基軸とする冒

険商業会計（ventureaccounting）は，本来は海上商業に携わる商人を対象と

するものであったが．それ自体が非常に弾力的な会計システムであったので．

さまざまな状況に応用することができ，当時の商人たちに，債権・債務の明瞭

で正確な記録の保持のみならず，規則的ではないが，容易で実際的な損益の把

握を可能にしたということである（Lane［l9451pl73)。

東［1908]，164頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［19051ｐ・'０６．

東［1908]，165-167頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051pp107-lO8、

BarbarigoとBadoerの会計|帳簿の概要については，片岡（泰）［19881第

２章・第３章を参照されたい（Seeａｌｓｏ井上［19681第１部第４章；小島

[19871第３章；ｃｆＬａｎｅ［1941])。

ローマ数字からアラビア数字（インド数字）への移行に慎重であった13～１４

世紀当時のヨーロッパにあって，Badoerの会計帳簿は，年号・丁数・日付・金

額・合計等，勘定記録に全1ｍ的にアラビア数字を用いた最初期の例とされる（泉

谷［1997160頁)。

東［19081165頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ed.）［l9051plO7、

小島［1987119頁；seeLittleton［1956]，ｐＬ

東［1908]，167頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［19051ｐ,１０８．

なお，Pacioloの「簿記論」以前にも，例えば，BenedettoCotrugliによる商

業解説書ルノル籾cγ(Pａｔ”αCMC/加cγc(zﾉz花ｐｅｒ/i2tt0の中に複式簿記の解説が見

出される。しかし，それは，1458年に原稿が完成されていたにもかかわらず，

出版されたのは1573年に至ってのことである。このCotrugliの「簿記論」（原

稿の写本と出版本）の詳細については，片岡（泰）［20051第２節；|可［2007]，

第２章を参照されたい。

東［1908]，168頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，pplO8-lO9、

東［1908]，168頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051plO9．

「簿記論」の解説を含む「スムマ』の全体的構成と概要については，例えば，

片岡（泰）［2007]，第４章を参照されたい。

東［'9081168-169頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，ｐ・'０９．

束［1908]，169頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051p,１０９．

Pacioloの「簿記論」の教示内容については，片岡（義）［19671第３部；片岡

(泰）［19881第７章；同［20071第５章；岸［19901第２章；土方［2005b]，
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第４章等を参照されたい（SeealsoGeijsbeek［1914];Crivelli［1924];Penndorf

[1933]；HaulotteetStevelinck［1962]；BrownandJohnston［1963]；Cripps

U994])。

なお，「ブラウンの会計史」には，「スムマ」の第二版（1523）の表紙と，初

版（1494）所収の「簿記論」の本文第１貝が掲げられているが，東の論稿では

これらの部分は省略されている（SeeＢｒｏｗｎ（ed.）［1905],pplO8（right).１１０)。

束［19081169頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ed.）［1905]，pllL

Pacioloの説くヴェネツイア式簿記の主たる特徴として，①当時の間欧的で当

座的に営まれる冒険的海上商業（sea-tradeventure）に適した冒険商業会計

(ventureac-counting）の手続が組み込まれており，商,Y,勘定は，取扱商品の種

類や荷口などを単位として個別に設定され（商品名商品勘定)，損益もかかる商

,hl,勘定を基に個別的に計算されたこと（口別損益計算)，②元帳の締切りは，今

１１のような期間損益制度の下における定期決算と結びついた形で規則的に実施

されるのではなく，例えば帳簿の更新，つまり，’'１帳が記入でいっぱいになっ

たときに資産・負債・資本の残高を新帳に繰り越すための手続として，不規則

的に行われたこと，③帳簿組織が，日記帳一仕訳帳一元帳から構成される三帳

簿制が採Ⅱ]されたことが挙げられる。その詳細については，「１１野［1992]，第２

章Ｖを参照されたい（Seeａｌｓｏ中野［200711-1-4-2)。

東［19081169頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051pllL

東［1908]，169頁；seeＢｒｏｗｎ（ed.）［l9051pllL

束［1908]，169-170頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051p､111.

束［1908]，170頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051p､llL

東［19081170頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051p､111.

束［19081170頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l905lpp､'11-112.

束［1908]，170-171頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ed.）［1905]，ｐ１１２．

束［1908]，172頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l905lpp1l2-ll3、

東［1908]，176頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051pl１６．

束［19081175頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，pp1l4-ll5、

東［1908]，176頁；seeＢｒｏｗｎ（ed.）［l9051pll5・

東［1908]，176-177頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，ｐ116.

束［1908]，174-175頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［19051ｐ,114

束は，本文｢Pで記したように，元帳の「賤高表」（balance）なるものに言及

するが，ここで言う“balance”とは，東が説くような，lMi簿とは別に「残高表」

を作成するという趣旨のものでなく，帳簿の貸借平均（balanceorbalancing)，

つまり，締切り（closing）のことを意味すると考えられる（See小島［19731

232頁)。

ＳｅｅＹａｍｅｙ［l9491pllO．
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77）

78）

79）

80）

81）

82）

東［1908]，178-179頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，ｐｌｌ９・

東［1908]，179頁；seeＢｒｏｗｎ（ed.）［l9051pp・'19-120.

束［1908]，179頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ed.）［19051ｐ､120.

束［'9081179-180頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ed.）［1905]，ｐ､120

束［1908]・’80頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051pl20，

TaglienteのＬｚｌ〃"αγｊ０ｄＭγｉｔ伽etjca･…は，実質的に二冊に分かれる。つ

まり，－冊は，ＣＯ"s/dcm"ｄｏ/ｏノリα""ｉＡ"/o"ｊｏＴＺｚｉｃ"/２，９"α"'０２〃ecessαγza

cosaamzostγ/〃、ｇ〃'ﾘｆｃｉｇＥ"/ﾉﾉﾉｾo加伽，他の一冊は，ＣＯ）Ｍ/e、"`ＯｉＯノリα""ｊ

Ａ"ｔｏ"ｉ０Ｔ”"蛇,９“"ｔｏｅ〃ecessαγＵａｃｏｓａａｄｉＤｃパノ〃zcγＣａｍ"//と称される。こ

れらの概要については，小島［19871第５章を参照されたい（Seealso

BywaterandYamey［l9821pp､34-36)。

東［19081180頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，ｐ,120.

束［1908]，180頁;seeＢｒｏｗｎ（ed）［1905]，pl20

Manzoniの簿記書の初版刊行年について，東は，本文中で示したように，「ブ

ラウンの会計史ｊにおける叙述に拠って，「1534年」と記しているが，正しくは

｢1540年」であろう。少なくとも1534年に刊行された版は現存しないようである

(BywaterandYamey［1982]，ｐ､41;ｃｆＢｒｏｗｎ（ed.）［l9051p・'20;ＩＣＡＥＷ

[1975]，ｐ２)。

なお，Manzoniの簿記書の概要については，片岡（泰）［19881第８章を参

照されたい（ＳｅｅａｌｓｏＢｙｗａｔｅｒａｎｄＹａｍｅｙ［1982]，pp41-44;小島［19871第

５章)。

東［1908]，180-181頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，ｐｐ120,122．

なお，「ブラウンの会計史」にはManzoniの簿記書の例示が掲げられている

が，東の論稿ではこの部分は省略されている（SeeＢｒｏｗｎ（ｅｄ)，ppl21-l22)。

東［1908]，180-181頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，ｐ122.

束［19081182頁；seeＢｒｏｗｎ（ed.）［1905]，ｐ､122.

束［1908]，182頁；seeＢｒｏｗｎ（ed.）［1905]，pl22・

SchreiberのＡｙ〃〃ezMzl"sﾉﾉﾉchBzlcMz･…の刊行年について，東は，『ブラウ

ンの会計史」における叙述に拠って，「・・・その序文に依るときは、1518年の

草稿に係る、然れども出版は1523年「ヱルフュルト」にて行はれたるものにし

て、・・・」と記している。Schreiberの簿記書の「序文」には「1518年」とあ

るが。タイトル頁等には具体的日付は記されていない。ただし帳簿の雛型に

は「1521年」とあるので，「1518年」よりは「1521年」に近い日付で出版された

ものであろうと推測されている（BywaterandYamey［l9821p,３１)。

なお，Schreiberの簿記書の概要については，片岡（泰）［1994]，第５章第

２節；土方［2005b]，第１章を参照されたい（ＳｅｅａｌｓｏＢｙｗａｔｅｒａｎｄＹａｍｅｙ

[1982]，pp31-33;小島［1987]，第７章第２節)。
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束［19081182頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051pp.]22-123.

束［1908]，182-183頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，ｐ123.

ただし，ＢａｓｉｌＳＹａｍｅｙは，Schreiberが解説した簿記の内容に関して，これ

を複式簿記と見ないＦｏｇｏら大方の指摘に対して，「I帳簿検脊」の箇所の分析を

基に，これも複式簿記と解される旨の主張を提示している（Ｙａｍｅｙ［l9471

pp266-267)。

東［19081183頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，ｐ,123．

Gottliebは，Ｅｊ〃Tczｨｉｓ(，/zpcパノ2"d垣Ｂ"cﾙﾉＭ/c）z･…（1531）の他に，1546年

に第二の簿記書Ｂｚ(cﾉhﾉiαﾉﾉﾄe",Zzuの'･…Zws/cMiguBz/c/2/zαﾉﾉc〃を刊行している。

これらの簿記書の概要については，片岡（泰）［19941第５章第３節；土方

[2005a]；同［2005b］第２章・第３章を参照されたい（SeealsoBywaterand

Yamey［l9821pp､37-40;小島［19871第７章第２節)。

東［1908]，183-184頁；ｓｅｅＢｒｏｗｌｌ（ed.）［1905]，ｐｐ､123-124．

東［1908]，184頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，pl25;Ｃｆ土方［2005a150,62頁。

なお，「ブラウンの会計史』にはGottliebの簿記書の例示が掲げられている

が，東の論稿ではこの部分は省略されている（SeeＢｒｏｗｎ（ed）［19051ｐ､124)。

東［1908]，184頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，ｐ,125.

束［1908]，184頁；seeＢｒｏｗｎ（ed.）［1905]，ｐ125．

厳密な意味で，いつ頃から「・・・伊太利式の傳播したる時代に属す・・・」

と言いうるのか，断定し難い。イギリスにおいてさえ複式簿記の本格的な普

及がはじまるのは19世紀に入ってから，それも，もっぱら外在的要因に起因す

ると言われる。少なくとも18世紀以前にあっては，複式簿記の解説書の刊行は

見られるが，例えば，DanielDefoeが，当時の経営学入門書と位置づけられる

彼の著書ＴﾉｉｃＣｏｍ此ｒｅＥ"g/ＭＴｍｄｃｓ"zα",.…（1727）の中で，当時の商業

生活における簿記の重要`性を強調しながらも，実際に同書で教示していた簿記

法とは，「単式簿記」と称すべき，現金と信用取引（債権・債務）の記録と管理

を中心とした簡便な簿記法であったことを考えれば，現実には複式簿記の普及

にはほど遠い状況にあったと推測される（中野[200715-1-4;seeDefoe[l727al

Supplement,Chapm)。

Ｙａｍｅｙも，「・・・実際，大多数の企業は，19世紀もかなり経過するまで，

より複雑な複式簿記法の解説が教科書の紙面の大半を占めていたにもかかわら

ず，単純な記録作成の形式（asimpleformofrecord-keeping）（便宜上，「単式

簿記」（"single-entry,，)）と呼びうるもの）を用いていたに違いない。・・・」

と述べている。その上で，彼は，19世紀後半のイギリスにおける複式簿記の主

たる普及要因として，①株式会社企業の増大，②所得課税の本格的実施，③会

計専門職業人の唱導の三点を挙げており．特に③の要因を重視する見解を提示

している（Ｙａｍｅｙ［l9491plO5；ｌＴｉｌ［1956]，ｐ､11；|両Ｉ［1977]，pl7;ｓｅｅ中野

90）

91）

92）

93）

94）

95）

96）

97）

98）
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［2007114頁)。

99）東［19081187頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，ｐ､126．

OIdcastleの簿記書は，本文でも記したように，現存しない（または，発見さ

れていない）「幻の書」であり，その解説内容は，1588年に刊行されたMellis

の簿記書を通じて，間接的に把握されているにすぎない。さらに，Oldcastleの

簿記書とＡ｣，γq/７１αルノγcctyce…・との関係も，1543年に出版された簿記書が

Ａｐ７ｑ/７，ｌｂ/ｅ/γCCDﾉcc…・のみであるということから推断されているにすぎない

（Ｙａｍｅｙ［l9631ppl55-l56；小島［1973173-78頁；同［1987]，211-213頁；

ｓｅｅＡｍｅｓ［l7491pp,410-411;何［1785]，ｐ,499;Foster［l8521pjii;seealso

Katsp926a/l926b];Sutherland［1940])。

なお，Oldcastleの簿記書，および，これとMellisの簿記書との関係等につい

ては，小島［19711第３章・第８章を参照されたい（SeealsoKats[l926b/1926c]；

Coomber［1956];Ｙａｍｅｙ［l9631pp､155-159;同［l979a];ＢｙｗａｔｅｒａｎｄＹａｍｅｙ

［l9821pp､66-71；久野（秀）［'9791121-138頁；小島［1987]’第12章第１節・

第３節)。

１００）小島［1971]，33,133頁；同［1987]，213頁；ｓｅｅＹａｍｅｙ［l9631pl62;Ｂｙｗａｔｅｒ

ａｎｄＹａｍｅｙ［1982]，ｐ５Ｌ

東の第一の論稿（｢簿記の起源及沿革｣）で言及されたPeeleの簿記書とは

Ｔ舵Ｂz伽zc`Zyc/0〃だ/、"CSS,…。（1569）である。これは，Peeleにとって第

二の簿記書にあたり〆彼はこれに先行して，1553年に第一の簿記書Ｔ/ｚｃ腕α"”

α"ゴノtwγ机ｃ…・を刊行している。もちろんイギリス人'二I身の創意をもって著

された最初の簿記書とは後者を意味

なお，Peeleの二つの簿記書，つまり，Ｔｈｃｍα"eγα"。/b”'"c…・と，ＴﾉｶＦ

Ｐａｔ力gzC(ＺｙＣｔｏＰｃｒ/tCj"CSS･…の概要については，小島［1971]，第５章・第７

章を参照されたい（SeealsoKats［l930a/l930b/l930c]；Ｙａｍｅｙ［l9631

pp,162-163;同［l979b]；ＢｙｗａｔｅｒａｎｄＹａｍｅｙ［1982]，ｐｐ,51-53;小島［19871

第12章第２節)。

１０１）東［1908]，188頁;seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051pl26・

Oldcastleの簿記書に関しては，その原典について，Pacioloの「簿記論」の

翻訳であるとかPacioloが依拠したのと共通のマニュスクリプトに拠ったもの

であるとか，諸種の推測が提示されている（See小島［1971185,233-234,279頁；

ｓｅｅａｌｓｏＫａｔｓ［l926a]，ｐｐ､483-484;Ｙａｍａｙ［1963]，ｐ､157;同［l9671p65)。

102）東［19081188頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，ｐ､127.

103）東［1908]，190-191頁；seeＢｒｏｗｎ（ed.）［1905]，ｐｌ２９

Ｙｍｐｙｎの簿記書（英語版を含む）の概要については，小島［19711第４章；

岸［19751第３章；久野（秀）［'9791138-150頁；橋本［20081第３章1Ｖを

参照されたい（SeealsoKats［l927a/l927b]；Ｙａｍｅｙ［l9631ppl59-l61；

－１５４－
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ＢｙｗａｔｅｒａｎｄＹａｍｅｙ［1982]，ｐｐ､45-47;小島［19871第８章第１節)。

104）東［1908]，192頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，ｐ130

105）東［1908]，193頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l905lp､130

ただし，東は，Schweickerの簿記書について，教示内容とは別に，「・・・

同著書印刷の鮮明美麗にして、常時迄に出版の簿記書中第一と稲すべきにあり、

概して印刷の美は、今日燭乙書の特色とする所なり、・・・」と記すととも，さ

らに，「・・・上記「シュワイッケル」氏著書の、簿記法と云ふ最も實利的學科

なるに拘はらず、如此美本に釘装されたるは、蓋し、常時燭國印刷業者に普及

の，審美心の然らしむる所と云ふくきか」と述べて，その装釘を高く評価して

いる（東［'9081193-194頁；ｓｅｅＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，ｐ・'31)。

なお，Schweickerの簿記書の概要については，片岡（泰）［19941第６章；

北方［2005b’第５章を参照されたい（ＳｅｅａｌｓｏＢｙｗａｔｅｒａｎｄＹａｍｅｙ［l9821

pp31-33;小島［1987]託第７章第２節)。

106）東［1908]，194頁；seeＢｒｏｗｎ（ed.）［1905]，pl3L

lO7）なお，簿記に関連するスペイン最古の文献は，本文１１１で記したTexadaの

Ｓ""ｚａｄｅαγ//伽α/caPmctjca･…（1545）ではなく，DiegodelCastilloの

Ｔｍｔａｄｏｄｒｃｃ"c"、….（1522）であるとされる（小島［1987]，177頁：see

Murray［1930]，ｐ,494;ICＡＥＷ［l9751pp180,228,234;ＢｙｗａｔｅｒａｎｄＹａｍｅｙ

［l9821p54)。

108）東［19081194頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905]，pl3L

Rochaは，1564年にバルセローナで主著の一つとされる算術書Ａγﾉﾉﾙ沈城cα

γcCPi/αcj6〃ｄｃｒｏｄａｓ/αｓｏｒｍｓ９ｚ（ｅｓｅｈα〃〃Ｍｃａｄｏﾉﾉａｓ/αCZgomPoγＡ"ｔｊｃｈＲｏｃａ

を刊行している。その中に簿記に関する論稿"Abr6g6etbr6veinstruction

pourtenirlivresdecompte"が含まれており，かかる論稿が1565年に

ＣＯ”c"dioj/６γｃｕｃｊ"srγz(c/zo〃ＰＣγ/c"cγﾉﾉ6γｏｓｄｃａに"/α…・という標題の下で

再出版されたとされる。そして，その底本となったのが次の注109）で言及す

るValentinMennherの簿記書であった（小島［1987]，179-180頁；Ｂｙｗａｔｅｒ

ａｎｄＹａｍｅｙ［l9821p､72)。

１０９）東［1908]，195頁；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）［l9051p・'３２

本文中では，「…その著書は惣て佛語にして…」と記されているが，実際

には，Mennherは，簿記に関して，以卜に示すように，①～④，計四冊の解説

書を刊行しており，それぞれの標題からも|ﾘjらかなように，そのうちの二冊が

フランス語，他の二冊がドイツ語で叙述されている。すなわち，

①Ｐｍｃ/i9z‘ｃｂγ脆(CPO"γ〔:Ｊ１/Ｍｅｔ／c"/γ／〃ｅｓｄｒｃｃｏ岬陀･…，Anvers

（Antwerp),1550.

②Ｂ"CCMα/〃Antwerp,1560

③Ｂ"ｃｃﾉｶﾙα/花Ｍ"γtz6egγ城川"γc力ｚｍ(ZyBz(cc/zcγ,Antwerp1563．
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④ＰｍｃｔｊＣ９"CPO"γMCZﾉe"Ze"ノ（ZPﾉｳγC"｡γＣｄｃ(ﾉｸﾞｹeγ，＆／e"/γ/〃Ｃ（/C

CC籾がCs,…．，Anvers,1565．

なお，Mennherは，上褐した|几1冊の簿記書のうち，①と②では代理人簿記，

③と④では複式簿記をそれぞれ解説しており先に言及したRochaの簿記書の

底本とされたのは，これらの簿記書のうちの①であり，これをスペイン語（正

確にはカタロニア語）に訳したものであると言われる（BywaterandYamey

［l9821p､54;小鳥［'9871129-130頁)。

また，「ブラウンの会計史」には，Mennherの上掲簿記書のうち，④の表紙

が掲げられているが，東の論稿ではこの部分は省略されている（SeeＢｒｏｗｎ

［1905］（ｅｄ),ｐ132)。

110）東［'9081194-195頁；seeＢｒｏｗｎ（ed.）［l905lppl31-l33・

AnaniasCLittletonは，彼の主著Accoz‘"llj"ｇＥＭｚｨが0〃ｔｏＩ９００において，

複式簿記を「資本主簿記」（proprietorshipbookkeeping)，つまり，資本主

（proprieter）の観点からする財産計算と損益計算のための勘定体系として捉え，

それは，これに先行する「代理人簿記」（agencybookkeepingLつまり，主人

（principal）から会計を委託され，受託した代卵人（agent）の簿記から発展し

たとする考え方を披瀝している（Littleton［l9331pp26-27（片野（訳）［1978]，

44-46頁）；ｓｅｅ小島［1965]，第２章ⅡI;!'｣野［1992]，第１章Ⅱ;Ｃｆ江村［1953]，

第一編第'四章)。

Rochaの簿記書との関連で取り上げられているMennherの簿記書Ｐｍｃｔ/ｑｚ４ｃ

ｂγ””0”C)!/う'cγｃｔＺｃ"/γ/〃ｅｓｄｃｃｏ”/s･…（1550）（注１０９）の①）は，ま

さに上記の代理人簿記を解説したものであり，その特徴は，次のように要約さ

れるであろう。すなわち，①③現金，債権・債務と，⑥商品とを，帳簿上徹底

して別個に管理し，前者については債権・債務帳においてすべて金額表示の上，

複式記入，貸借平均，振替記入を行っているのに対して，後者については，商

品帳に借方欄と貸方欄を設けているにもかかわらず，金額は必ずしも記されず，

しばしば物量表示にとどまり，単式記入であること，②主人の財産状態は商品

と商,h1,以外に分けて表示されており，両者の残高を合算しない限り，その把握

が困難であること③財産の管瑚については|-分にこれを行うことができたの

で，代理人，つまり，受託者の委託者に対する会計責任は遂行することはでき

たが，資本主の観点からの損益計算は行われない，つまり，財産の管理は達成

されるが，利益の把握は行われないなどである。このMennherの簿記書の概

要については，岸［19751第４章；同［19901第８章を参照されたい（Ｓｅｅ

ａｌｓｏＢｙｗａｔｅｒａｎｄＹａｍｅｙ［l9821pp54-57;小島［1987]，第８章第３節)。

111）スペインにおける最初の複式簿記解説書は，1590年に，BartolomeSalvadorde

Solorzanoにより著されたＬｊｂ７０ｄｃｃ〔ｚｍｙノ"α""αノｄｅｃｚＵ２"ｍｓｄｃＤ

〃zcrcadeγCs･…とされる（BywaterandYamey［1982]，ｐ72;小島［1987]，

－１５６－
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180-181頁)。

なお，Solorzanoの簿記書の概要については，小島［'9871180-188頁を参照

されたい（ＳｅｅａｌｓｏＢｙｗａｔｅｒａｎｄＹａｍｅｙ［l9821pp､72-74)。

112）東［19081195頁。

113）會lIIの「記簿法Book-keeping｣，海野の『簿記學起原考」及び，彼の「簿記法

の起源」の内容については，中野［2015］ｌｉｌ［2017b]，同［2017a］をそれぞ

れ参照されたい（Seealso江村［19531序説；小島［1965]’第８章；|可［19731

第５章；西川［19821第二部簿記学起原考解題)。

114）Beckmannの"ItalianBoook-keeping"は，もともとは，ドイツのゲッティンゲ

ン大学の経済学の教授を務めていた彼が分冊形式で刊行した，ヨーロッパに

おける科学史・技術史の草分け的著作とされるBaWhigPzz〃Cescﾉｂｉｃｈｔｅｄｃγ

Ｅ板"｡z‘"深〃（1780～1805）の''１に"VomltaliaenischenBuchhalten”として収

載されていたものである。そして，このドイツ語による著作の英語版の初版が，

1797年にＡＨＭ'ひｃＷ〉?zwzri0"sα"ｄＤｊｓ〔ｗｃ７ｊｃｓという標題で出版され，続い

て第二版（1814）と第三版（1817）が同一の標題で刊行されている。そして，

1846年に至って，標題をＡ研sloD'q/､伽'c"/ｉ０"s,DjscozMcsα"ｄｏγ妙応に改

められた第四版が刊行されている。海野が「簿記學起原考」を叙述するにあた

りその主要な底本として)Ⅱいたのが，この英語版，特にその第四版であること

は，海野が，同書の「引用書１１」の中で，次のように記してことからも明らか

であろう。すなわち，

「－ベツクマン氏エ、ヒストリー、ヲフ、インベンシヨンス、

ジスコバリース、エンド、ヲルジンス」

なお，Beckmannの"VomltalienischenBuchhalten,，（"ItalianBook-keep-

ing,，）の叙述内容については，中野［201513-7頁を参照されたい。

また海野に先行して「記簿法Book-keeping」を著した會田は，自らの歴史

叙述の基礎になった底本をまったく明らかにしていないが，Beckmannの論稿

における叙述内容，特に前半部分との近似性からその関連が推断されるのであ

る（See中野［2015111-12頁注7）；同［2017b159-60頁注９)，63-64頁注

17))。

115）東［1908]，195-196頁。

116）東の「簿記法古代の沿革」に見られるのとlil様なアプローチは，例えば，渡邉

鐵藏『商事經誉論」（1922）に見出される。彼は，自著の中で，東が依拠した『ブ

ラウンの会計史」ではなく，これと並ぶ，会計の通史を論じた古典とされる「ウ

ルフの会計史」（ArthurHWoolf,ＡＳ"o7rmSroがｑ/・Accoz`"ﾉﾉﾉｚｇα"(ノ

Acco""、"Gｙ（1912)）の紹介と導入を企てている。すなわち，『商事縛誉論」の

巻末に，「會計發達暑史」と「會計士制度の沿革」という，広い意味での「会計

史」に関連する二つの章が設けられ，特に前者では，「ウルフの会計史ｊの
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PＡＲＴＩ（ＤＥＶＥＬＯＰＭＥＮＴＯＦＳＹＳＴＥＭＳＯＦＡＣＣＯＵＮＴＩＮＧｌＰＡＲＴＩＩ

(ＧＲＯＷＴＨＯＦＴＨＥＳＣＩＥＮＣＥＯＦＢＯＯＫＫＥＥＰING)，および，ＰＡＲＴⅢ

(ＯＲＩＧＩＮＡＮＤＰＲＯＣＲＥＳＳＯＦＡＵＤＩＴＩＮＧ）に基づいて，簿記の歴史を中心

とした「会計」の腫史が略述されている（渡邊（鐵）［19221第四部一・二；

see渡邊（鐵）［1916]；|『リ［l917a/l917b/l917c/1917.])。

なお，ＢｒｏｗｎやWoolfの著作など，もっぱら海外の先行研究に依拠した形

での会計史研究の試みは，会計帳簿や簿記書などの一次史料（原史料）の蒐集

と分析が困難であったわが国では長く続くことになる。史料的な桂桔から解放

され，－次史料を駆使する形での会計史研究がわがIJilで本格的に展開されるよ

うになるのは，おそらく1970～80年代以降のことになるであろう（See中野

[2012a]，序章第２節・第３節)。
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EighteenthCenturyCollectionsOnline（ECCO）（http://hndgalegroup,com/）

ExploretheBritishLibrary（http://explore・bLuk/）

AdvancedBookSearch‐GoogleBooks

（https://booksgoogle､com/advancedbooksearch）

LibraryofCongressOnlineCatalog（http://catalog｣ocgov/）

＊ｌなお，＿上記の［参考文献］中，末尾に（＊ｌ）を付した２編の論稿は，ＴｈｏｍａｓＡ

Ｌｅｅの編著書（S力”i"ｇ／h2Accoz("/α"ＣｙＰ７ｃｌ/iPssjo"：Ｔ力ｃＳｔ０がｑ／Ｔｈ７“

Ｓｃo//ｉｓ〃Pio"“（）に付された「文献11録」によれば，RichardＢｒｏｗｎによる拷

作と推定され，かつ，そのように記載されている（Lee（Ｔ）（ｅｄ）［20161

ｐp214.229)。
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また，上記の［参考文献］中，末尾に（＊２）を付した論稿，つまり，

Brownの死去に伴う追悼文の執筆者については，稿末にイニシャルで"JT･S”

としか表記されていないが，上掲のＬｅｅの編著書の「文献目録」によれば，

具体的に"Smith，Ｊ､Ｔ､,，と表記されているので，本稿でも，Ｌｅｅに倣ってＳの

＊２

箇所に配列している（Lee（Ｔ）（ed.）［20161ｐ238)。
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